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要 旨'本研究は，熱帯・亜熱帯地域における造林技術，小笠原諸島の固有種と景観の保護，保全技

術の確立に必要な基礎的情報を得ることを目的に， 1971 年に小笠原諸島父島に設定された林業試験場

(現森林総合研究所)小笠原試験地において植生区分及び遷移，群落構造などについて固定試験地を中心

に調査・解析を行った。父島における立地環境からみた自然植生は，海岸植生，山地風衝型植生など五

つの型に分けられ，これらに加え導入種であるリュウキュウマツ，ギンネム林などの人為植生を併せて

10 型の楠生型が認められた。小笠原試験地の植生は山地緩斜地型が多く，山地風衝型植生は少ない。防

風林に取りまかれた畑地跡には，乾燥する尾般を中心lこ天然更新したリュウキュウマツ林が多く，人為

的要素の強い群落が特徴的であった。マツノザイセンチュウ病によるマツ枯れは， これらの景観を一変

させ，ウラジロエノキなとの陽樹， ヒメツバキ，キパンジロヲなど母樹の多い樹種の侵入， タマシダな

どの林床楠生を繁茂させ，新たな種の侵入を阻害していた。マツ類は畑地放棄跡など新たに侵入定着で

きる立地環境が少なし小規模な崩壊地などで生育するものと恩われた。同じく導入種であるギンネム

は， 一度植栽されると容易には遷移が進行せず，林分が維持され分布の拡大は少なかったが，アカギは

適潤地の林冠疎開地に容易に侵入していた。一方，母樹から遠い畑地の放棄地には，いまだにつる植物

や草本に覆われているなど，遷移の進行に及ぼす母樹の位置，種子の散布力，結実量などの役割が評価

できる資料が得られた。

小笠原の自然植生は，戦中，戦後と急速な人為的影響を受け，特殊な立地環境とあいまって植物社会

の成立過程が複雑であり，その維持と復元には積極的な更新補助手段を加えることが必要であることが

示唆され，小笠原試験地の継続調査で得られる成果はその基礎的情報として重要な役割を巣たす。
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l はじめに

小笠原試験地は，小笠原諸島が昭和 43 年 6 月に返還された際に，大正 10 年に開設された旧ノト笠原

(清瀬)試験地の研究実績などに基づき，亜熱帯，熱帯地域の林業技術開発の拠点として， 1971 年(昭和

46 年)に都市計画に基づく旧試験地の縮小及びその代替地のコーヒ一山試験地の新設がなされたもので

あり，試験地整備計画と熱帯林業に関する試験研究が積極的に推進されてきた。

この研究の柱として，一つには小笠原諸島の森林植物に，マレー，東南アジア系の共通種が多いこと

から，これらの地域を対象とした各樹種の試植林を造成し，人工造林の可否及び技術的問題点について

の基礎的研究を行い，他方で東洋のガラパゴスとも呼ばれるほど多種多様に生育する小笠原諸島の固有

種保護及び小笠原の自然景観保護の観点から，戦中，戦後の伐採，放置，あるいは導入種で構成された

二次林的な林分を，本来の林相に復元するため，森林生態学を基礎とした試験研究が行われてきた。し

かし，これらの研究成果については.研究の性格上長期の調査が必要であることから，内部資料や各種

の学会において断片的に報告(豊田， 1983; 豊田ほか， 1991) されてきたものの，統一的にまとまった報

告はなされていな~ \。ことにコーヒ一山試験地における績生遷移に関する研究は，長期の時聞を要し，

成果を得るに必要，かっ十分な時聞が経過していない。しかしながら， 1979 年(昭和 54 年)頃から始

まったリュキュウマツのマツノザイセンチュウ病による急速な枯死， 1983 年(昭和 58 年)の台風 17 号

による森林被害などが発生し，小笠原の森林に大きな変化が認められた。また，試験地は設定後約 20 年

が経過しており，それぞれの資料の散失の恐れが大きくなってきた。

一方で，小笠原諸島返還直後に派遣された東京都の「小笠原諸島自然景観調査団J，文部省，文化庁に

よる「小笠原の学術・天然記念物調査団」などが相次いで渡島し，植生学的研究を行い，次いで大場・

菅原(1977)，奥富ほか (1981)，宮脇 (1989) がそれらを集大成した。群落の構造や動態(遷移，更新

など)についての研究は，清水(1980， 1982) , SHIMlZU (1984 a, b)，ギンネム林については木村(1978) ，

船越(1986， 1987) , リュウキュウマツの枯死やアカギの侵入などについての研究は清水(1984 a, b, 

1987, 1988) , SHIMIZU and TABATA (1985)，豊田・谷本 (1990) などがあり，森林に対する台風被害や

干ばつの影響(清水 1981 ， 1984 a) などについても報告されている。こうして返還後，植物生態学，植

生学的研究が進み，大洋島としての小笠原の特殊性，貴重性が解明され，造林，自然林復元など森林管

理に対する基礎的知見が蓄積されてきた。

本報は，多くの小笠原の植生，森林遷移，群落構造の研究成果を踏まえて，これまでに行われた調査

に基づく内部資料とその後における追加調査の成果をもとに， コーヒ一山試験地の林分構造と種構成の

変化を中心に取りまとめた。

本研究の実行に当たり貴重な助言とご配慮いただいた元林業試験場調査部長片桐一正博士(前東京大

学教授)，現地調査の実行と試験地の維持管理にご協力いただいた森林総合研究所総務部斉藤真寿夫氏

ほか歴代の小笠原試験地関係担当官，資料の取りまとめにご協力いただいた生産技術部更新機構研究室

非常勤職員椎名昭子氏の皆さんに対し心からお礼申し上けます。
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2 小宣原試験地の概要

2. 1 小笠原の位置

小笠原諸島は，房総半島からほぼ真南，約 1000 km の太平洋上にあり (Fig. 1)，北緯 270 44'-240 14' ，

東経 140
0

52'-142
0

12'の海域に散在する小島群より成り立ち，北から婿島列島，父島列島，母島列島，硫

黄列島の 4 列島に分かれている。これらの島々は，いずれも地質学的に大陸と陸続きになったことのな

い大洋島である。小笠原試験地は，これらの列島のうち父島の清瀬地区と大村湾をはさんでほぼ真南に

位置したコーヒ一山の 2 か所に設定されている (Fig.2) 。

2. 2 試験地設定の経緯

1926 年(大正 10 年) 4 月 12 日に設置された小笠原試験地の事務分掌によると，当試験地では“熱帯

植物の調査及び試験を行う"とされ，父島大村字清瀬に設立されて以来，第二次世界大戦に至るまで森

林生態学の分野について，多くの業績を残してきた(豊島， 1922, 1924 a , b, 1925, 1938 a , b ほか)。

戦前に豊富に集められ適応試験が行われていた多くの熱帯性樹木は，戦時中の軍の要塞構築と食糧自給

のための開墾，さらに終戦時の米軍による焼き払いと戦後 20 余年にわたる放置によってモクマオウ，

リュウキュウマツ，ギンネムなどの優占する林分になり，その大半はなくなってしまっていた。 1968 年
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伊 \L大島(1 17.2) Izuohshim~ 
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宮山鳥 (2761) ¥ I ・l判大東島 (213.7) I Ch凶ijima \刷+判l戸F日3

- ‘帽， . 郎覇 ω0ω7.6ω) M川ma旧aml凶da剖it川0町jima 1 Min悶ami社toril 

〆//ト~盟己世<DJlm巴f一一T宇半t巳:主三 i 暖かさのJ折行数M 線 .¥ ，~~~a ma 
¥ • -. ，~__" I --一一一一一一一ー一一-T'一一一ーー一一一一ーーーー-\ (2426) 
i イjhihb (2761) I The warmth index line in 240'C ¥ 
¥ Ishigakijima I , ¥ 

与那l同島 (2205) 1300 14,0" 150" 
YonaEun111rnaP5901090km l l - 2 0 0  

Fig. 1 小笠原の気候的位置(武内， 1981) 

Location map of Bonin Island (Ogasawara) and its climatic condition (after T AKEUCHI 
1981) 

注地名・島名のつぎに 1969-1978 年の 10 か年平均で算定した温量指数の債を示す。暖かさの指数の等値

線は吉良 (1945)，水温の等値線は海洋資料センター(1978) による。
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(昭和 43 年) 6 月初日，我が固に返還された小笠原諸島は，小笠原復興特別措置法に基づく復興計画に

よって，土地利用計画の検討が行われた。その結果， これまでの小笠原試験地(旧清瀬試験地)は居住

地域に指定され， 住宅地として転用されることになり， 清瀬試験地は 6.84 ha の面積のうち苗畑など最

小限の施設用地として 0.88 ha に縮小され， その代替地としてコーヒ一山試験地が， 東京都農事試験場

に隣接して，面積約 9.87 ha の規模で設定された (Fig.2) 。

Coffee-yama station 

清瀬試験地
Kiyose station 

二見湾

Futami-wan 

Fig.2 清瀬・コーヒー山試験地の位置

Kasa-yama 

• ./J 
中央山

• ツツジ山
Tsutsuji-yama 

初寝浦

赤旗山
Akahata-yama 

• 

Location map of Kiyose and Co百ee-yama experimental station in Chichijima Island 
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2.3 関連試験研究報告

Table 1. 小笠原試験地関連の既存報告(仮報告，内部資料)

課題

小笠原(父島)試験地について

小笠原試験地の概況調査成績について

小笠原における植生遷移に関する調査成績

小笠原試験地苗畑，実験林について

第 2 田植生遷移に関する固定試験地の調査

夜明山アカギ林固定試験地の設定調査

シタン，コクタン造林技術指導(照会)回答

第 3 回植生遷移に関する固定試験地の調査

アカギ林の林分構造と更新

報告年

1968 年(昭和 43 年)

の返還に伴い，旧試験地

の境界確定などの整備の

傍ら，小笠原における亜

熱帯林関連試験構想が明

らかにされ，それに基づ

いた各年度の調査項目に

よる研究が行われてき

た。

アカギ林固定試験地の追跡調査

昭和 45 年 12 月

昭和 47 年 10 月

昭和 50 年 3 月

昭和 52 年 3 月

昭和 53 年 3 月

昭和 54 年 l 月

昭和田年 4 月

昭和 62 年 3 月

昭和田年 3 月

平成 2 年 6 月 これらの小笠原におけ

る各種の研究・試験の成

果は，仮報告・内部資料として林業試験場調査部によって報告・保存されてきた。また，関連した報告

は植物と且然(豊田， 1983)，日本林学会大会発表論文集(豊田ら， 1991)などに発表されてきた。それ

らをまとめて Table 1 に示した。

3 自然環境

3. 1 気候

小笠原諸島は，大陸から遠く離れた太平洋上に浮かぶ小群島で，緯度的には沖縄本島よりやや北に位

置している。父島における冬季の平均気温は，沖縄より1.50C も高く，盛夏には逆に lOC 前後も低くな

るO 吉良の暖かさの指数でみると父島は 213.9 で，宮古島や石垣島より低く，那覇や南大東烏と同じ値で

あり，暖かさの指数 180-240 を亜熱帯とする吉良の基準では，小笠原は沖縄とともに典型的な亜熱帯気

候下にある (Fig. 1, Table 2) 。

年平均降雨量は 1211 mm であるが，戦前 (1907-1939 年)の資料では東京とほぼ同量の 1600 mm  

となっており，近年は約 400 mm も減少していることになる。沖縄県那覇市の年平均降雨量 2180 mm  

に比べ，小笠原諸島のそれはかなり少ない (Table 2)。こうした降雨.量の違いから，小笠原では乾燥亜

熱帯的植物気候となっている。

3.2 地質及び地形

小笠原諸島のうち，父島列島と母島列島は古第三紀始新世~中新世 (7000-3500 万年前)に海底火山

噴出物が堆積した。地質は，主に安山岩質の枕状溶岩に代表される火成岩類(玄武岩~石英粗由ー告を含

む)と集塊岩，凝灰岩などからなり，南崎や南島には石灰岩もみられる。これらは第四紀(100-500 万

年前)以降に隆起するとともに，基岩類の違いが風化，海蝕などによって変化に富んだ地形を形成し，

さらに海蝕や沈降による解析が進み，一部を除いて急峻な岩石地の多い山地地形を形成した(武内，

1982) 。
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3. 3 土壇

小笠原父島の土壌は，赤色土壌群 (r)，暗色土壌群 (d)，暗色土リソ、ノ‘ル土壌 (dl)，岩石地ーリソゾ

ルー土壌群 (rl)，沖積土壌，レゴゾル土壌に大きく分けられ. r は中核山地の山]頁緩斜部とこれをとりまく

急斜面の中腹以下に存在する数段の緩斜~平坦面に見られる。 d は r をとりまくようにその上下の急斜

面や rl 内の小谷沿いの面下部に散在する。 rl は急斜面の露岩地を占める。小凹地や斜面の裾にある図示

しきれないごく小面積の dl も包含する (Fig.3)。コーヒー山試験地は，小笠原では赤色土地帯で比較的

土壌の発達した場所に位置し，一部に dl や r1 が含まれている。

3.4 値生

地形，地質，土壌あるいは夏高温で乾燥する気候などの条件は，小笠原の植生に大きな影響を及ぼし

特色のある植物社会が形成されている。これらの植生は自然植生と人為的植生に区分できる。父島の自

然植生は，クサトベラハマゴウ群溶，テ 1) ハボクーモモタマナ群落の海岸植生，オガサワラビロウータコ

ノキ群落，コパノアカテツーシマシャリンパイ群落の山地風衝地型植生，山地内陸型(痩せ地型)植生の

シマイスノキーコパノアカテツ群落，山地緩斜地型(やや湿性)植生のヒメツバキシマシャリンパイ群

落，山地湿潤型植生のヒメツバキモクタチバナ群落などに区分することができる (Fig.4)。

クサトベラーハマゴウ群落は，海岸にごく近い砂地や岩石上にみられる典型的な海岸植生で，父島の西

町海岸や州崎付近，小港海岸などに小面積ながら群生地がみられる。ハスノハギリーモモタマナ群落は，

地形が平坦で肥沃な場所に多くみられるが，そのような場所は住宅地，農耕地などに利用され，典型的

な群落はほとんど存在しない。

山地風衝型植生のオガサワラビロウタコノキ群落，コバノアカテツーシマシャリンパイ群落は小笠原

Tab1e 2. 父島と那覇の平均気温と降水量

Average temperature and Precipitation in Chichijima Island and Naha in Okinawa 

prefecuture 

平均気温 A verage temperature 

~IJ月 2 月 3 月 4 月 5 月 I 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 平均
Feb. 1 Mar. 1 Apr. 1 May I Jun. 1 Ju1. 1 Aug.1 Sep. 1 Oct. Nov. Dec. Average Jan. 

父島 17.9 17.7 18.2 21.0 
Chichijima 

那覇 16.0 16.4 18.0 21.0 
Naha 

降雨量 Precipitation 

23.0 

23.7 

26.0 22.9 19.8 22.8 

26.1 28 . 1 I 27. 8 I 27. 1 I 24. 3 21.3 18.1 22.4 

6 月 1 7 月 1 8 月 1 9 月 110 月 1 11 月 I 12 月|年雨量
Jun. 1 Ju1. 1 Aug.1 Sep. 1 Oct. 1 Nov. 1 Dec. ! Annua1 

96 I 76 I 94 I 115 I 128 I 190 I 97 I 1 254 

193 I 260 I 166 I 186 I 142 I 117 I 2 128 
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では，最も広い面積を占め，父島では島の面積の 50% 以上にも達する。この群落は風当たりが強く割れ

目の多い岩石地や石磯状地，あるいは内陸部でも乾燥したところに多くみられ，岩石地ーリソゾ‘ル土壌に

対応して群落を形成している。主要構成種の樹高は，風衝の影響を受けコパノアカテツやシマシャリン

パイでは 2-3m 程度のものが多く， オガサワラビロウでは 5-7m. タコノキは 4-5m の比較的低い

樹高となっている。

シマイスノキにコパ/アカテツ，アデクなどを混生させた山地内陸型植生(痩せ地型)のシマイスノ

キーコパノアカテツ群落は夜明平，中央山東側の台地上の地域にまとまった群落がある。樹高は 2-3m

と低く，土壌の浅い乾燥地に多くみられる。この群落がさらに土壌が深く，湿性化してくると， ヒメツ

バキ，モクタチバナの混入が多くなり，内陸緩斜地型(やや湿性)植生のヒメツバキーモクタチパナ群落

になる。これらの山地林は，台風による林冠の疎開や人為的な撹乱による裸地化が起こると， リュウ

キュウマツやモクマオウが侵入し，アコウザンショウ，ウラジロエノキなどの先駆的樹種も林床に多く

なる。

リュウキュウマツ，モクマオウ，ギンネムはかつて薪炭林造成のために導入された樹種であり，畑地

跡にはリュウキュウマツ林，集落に近い所ではギンネム林，埋め立て地，崩壊跡地など岩石の露出した

貧栄養地ではモクマオウ林が成立し，面積的にはリュウキュウアカマツ林が最も広く分布している。し

かし. 1983 年以降はマツノザイセンチュウのために枯死したものが多 L、。また，土壌が肥沃で適湿な場

所では人工林から逸出したアカギの繁殖が著しく，在来種を駆逐する勢いである(清水. 1988: 豊田，

198 1)。
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Fig.3 父島の土壌分布(加藤・宇津川， 1981) 

にコ赤色土
Redsoil 

-・民主il

~ 9 

阻皿凹沖積七壊
Alluvial soil ---t Regosole soil 

仁二コ岩石地~リソル上
Rockyand 

密室週 Lithosol soil 
人工造成地
Man-made land 

Ak: 赤旗山 Akahata-yama

Am: 天之浦山 Tennoura-yama

As 旭山 Asahi-yama

C 中央山C];mou-san

H: 初寝山 Hatsune-yama

M: 三日月山 Mikatsuki-yama

T: つつじ山 Tsutsuji-yama

Ta 高山 Taka-yama

Y 夜明山 Yoake-yama

0: 大村 Oh-mura

S 州崎 Suzaki

t会

Soil map in Chichijima Island (after KATOU and UTSUKAWA , 1981) 
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-ハスノハギ 1) モモタマナ群落
・クサトベラハ7 ゴウ群落

Hernandia-Te仲間nalia communlty 
and Sca仰ola-Vitex commumty 

E室ヨヒメツパキモクタチバナ群落
Schima-Raphiolepis community 

-国圃ヒメ Yパキ汀シヤリンパイ時
Schima-Raphiolepis community 

Gノマイスノキコパ/ア力テッ E平沼
岡田町 ・コパノアカテツパシャリンパイ群議

Distylium-Planchonella commun�y 
and Planchonella-Raphiolepis community 

底密室量オガサワラビロウタコノキ群落
・オガサワラヒロウン 7 シャリンパイ群落

L即日tona-Pandanus community 
and Livistona ←Raphioleρ lS comrr】 u口ity

芭窒母 liiJ仙I
L 日叩!l日stωonα Pandanus . LiωU叫t目slωona-RaPhiolePi凶S 

community with Pinus luchuensis 

Fig.4 父島の植生分布

r-'--=...-::::-::-:::' リュウキュウ 7"/天然更新林
ε-_三主:;j Pinus luchuensis natural 

regenerated forest 

重重量 1) ュウキユウ 7 ツ人工林
Pinus luchuensis 

man-made forest 

盛巴ーギンネム・モクマオウ林
Leucaena and Casuar~~gst 

ギン不ム・モクマオウ

iニコ Leuc，ぷ弘治LE
mixed forests 

段蕊司宕.fí地
Rocky site 

Vegatation map in Chichijima Island 
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4 調査地と方法

4. 1 植生とフロラ

調査地を清瀬とコーヒー山試験地全域に設定し，ブラウン・プランケに準じた優占度法を用いて植生

調査を行った。各試験内におけるフロラリス卜は調査地内を可能な限り踏査し，それぞれの樹種を記録

した。

4. 2 コーヒ一山固定試験地

調査地は Fig.5 に示したように， コーヒ一山試験地内の代表的な森林群落内に 10 mX 10 m の固定方

形区を設置し，その中を 1 mXl m の小万形枠 100 個に細区分した上で，各方形区ごとに樹種，胸高直

径，樹高などを測定した。林床植生については優占度法によって調査した。試験地の設定は 1974 年(昭

和 49 年) 1 月に行い，調査区の補充と設定初期の調査を 1974 年(昭和 49 年) 8 月に行った。調査期間

は 20 年間， 3~5 年ごとに調査を行う計画であったが，実際には現在までに 1978 年(昭和 53 年) 1 月，

1987 年(昭和 62 年) 3 月， 1988 年(昭和田年) 3 月の延べ 5 回行った。

Fig.5 コーヒ一山固定試験地の位置と調査開始位置

Location of permanent quadrat in Coffee-yama experimental station and starting point 

of investigation in each permanent quadrat 
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5 結果

5.1 清瀬・コーヒ一山試験地の樹木

5. 1. 1 清瀬試験地の樹木と主要種の植栽位置

清瀬試験地の苗畑周辺の林地にはリュウキュウマツ，モクマオウ，アカギ，オガサワラビロウなどの

高木性樹種を中心に，ムニンヒメツバキ，クロヨナ， ソウシジュなどを混生した植栽を中心にした小林

分がある。それらの多くは樹高が 1-3m 程度の若木である。また戦前に植栽されたと思われるナンヨウ

スギ，クロツグ，クジャクヤシなどの林が低地に生育している。返還直後の試験地概況調査報告(林業

試験場. 1970) によると，アカテツ，ムニンヒメツバキなど 33 種が記録されていたが，現在中心部には

都営住宅が立ち並んでおり，以前の植生を再現させるのは困難な状態となっている。

住宅地の聞にはガジュマル，アコウ，ベンガルボダイジュ，シマサルスベリ，マチクなどのよく成長

した大高木が見られる。また，かつて栽培されていたと思われるカユプテ，ログウッド， ビルマネムな

どの有用樹木も残存している。さらに，シマムロ，ハウチワノキ， シラゲテンノウメなど島内でも自生

地の限られた貴重種も一部に生育が認、められた。これらの貴重な栽培樹木は他所には見られぬものであ

り，その保存に留意する必要があろう。

これら清瀬地区における樹木の位置を設定当時(1971 年)とその後の変化について(1990 年調査)

Fig.6 及び 7 に示した。

5.1.2 コーヒー山試験地の樹木

コーヒ一山試験地は，マツ枯れが広がる以前には，尾根を中心lこ胸高直径 20-50 cm のリュウキュウ

マツの高木層が形成され，亜高木層にはムニンヒメツバキが多く，他にテリハボク，シマシャリンパイ，

コプガシ，コヤブニッケイ，モクタチバナ，ムニンネズミモチ，アカテツを混生した常緑広葉樹の 2 段

林になっており，大木のシマモクセイ，モンテンボクもみられた。

オガサワラビロウは第 2 コーヒ一山付近に群生したところがある。第 1 コーヒ一山では特にリュウ

キュウマツ林が多く，ソウシジュ，モクマオウ，ウラジロエノキなどからなる人工林もみられる。コー

ヒ一山試験地周辺は，戦前から農耕地として利用されており，農耕地を囲んでテリハボクが特徴的な防

風林を形成している。西北側に放置されている農耕地は，いまだに未立木地のままで熱帯アジア原産の

つる性のデリスが地上を埋め，ワラビが群生し，熱帯アフリカ原産のつる植物であるヤハズカズラが樟

色の花をつける草地になっている。西北の沢はシュロガヤツリ，シマクワズイモ，ヤハズカズラ，シュ

クシャ，バナナなどの群落で覆われ，マチクの大株が沢をふさぎ，マルハチ，クロッグも見られた。

記録された植物は清瀬を含めて 83 科 202 種であった (Table 3)。これらの植物は，父島に自生するも

の 147 種，そのうち小笠原固有種が 26 種である。また，清瀬とコーヒ一山試験地に栽培または逸出して

野生化した外来植物は 29 種存在していた。ただし，同定のできなかった数種は目録より除外しである。
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A: ソウシジュ ， Acacia confusa 
Ac: アリアケカズラ ， Allamanda cathartica 
Ad: ダンチク ， Arundo do明ax
Al オオパギンネム ， Albiz回 lebbek

An: Ana叩s comosus 
Ar ・ナンヨウスギ， Araucaria cunnighamii 
As ゲットウ ， A lpinia speciosa 
At; クロツグ， Arenga engleri 
Bi: アカギ， Bischofia javanica 
C: モクマオウ ， Casuarina equisetifol回
Ca オオハマオモト ， Crium asiaticum 
Cal ・テリハボク ， Calophyllum inoPIりIllum
Cav: クシャクヤシ ， Caryotauγ'ens 

Cc: クスノキ ， Cinnamomum camPhora 
Ce: ムニンエノキ ， Celtis boninensis 
Ch: コウセンガヤ ， Chloris rad回ta

Cp: コヤプニッケイ ， Cinnamomum pseudo-pseudopeduncu似tum

Cs タガヤサン ， Cassia s回mea
Csp ブラ y シノキ ， Callistemon speciosus 
Cu オオキンパイザサ ， Curculigo spp 
Cy: ?ルハチ・へゴ， Cyathea mertensiana and C. spinulosa 
D ・ 7 チク ， Dendrocalamus latifi，肘山
Die コクタン ， Diospyros ebenum 
Df: リュウキュウコクタン ， Diospyros fe庁'ea

Dr ホウオウポク ， Deloniχ regw 

E ムニンデイゴ， Erythrina boninensis 
Em: ?レーフトモモ ， Syzygium samarangense 
Es: リュウガン ， Euphoria longan 
F ガジュ ?Jレ， Ficus microcaゆG

Fe: インドゴムノキ ， Ficus elastica 
Gr シノブノキ ， Grevillea robusω 

H: ハスノハギリ ， Hen阻ndia sonora 
Hi ・テリハハマポウ ， Hibiscus glaber 
Ht オオハマポウ ， Hib日cus tiliaceus 
La: シマサルスベ ，)， Lagerstroemia subcostata 
Le ギンネム ， Leucaena leucocephala 
M: コブガシ ， Machilus kobu 
Mo: y? グワ ， Mo叩s australis 
Ma:? ンゴウ ， Mangifera indica 
Mc: ムニンイヌグス ， Machμus boninensis 
O ヤロード ， Ochros凶 nakaiana

Ob: タチテンノウメ ， Osteomeles schwerinae 
P リュウキュウ 7 ツ ， Pinus luchuensis 
Pa タコノキ ， Pandanus boninensis 
Par バーキンクソニ 7 ， Parkinsonia spp 
Pc: キパンジロウ ， Psidium littorale form lucidum 
Pe: スラッシュ 7 ツ ， Pinus elliottii 
Pg: パンジロウ ， Psid日Imgu旬。ava

Po: ア力テツ ， Planchonella obovata 
Pp クロヨナ ， Pongamia pinnata 
Ps メダケ ， Pleioblastus simonii 
Q: クヌギ， Quercus acutissima 
R シマシャリンパイ ， Rhaphiolep目 indica

Rh: カンノンチク ， Rhapis fiabellifonnis 
s 目ムニンヒメツバキ ， Schima mertens凶na

Sc: カエンボク ， Spathodea campanulata 
So: サトウキビ， Saccharum officina叩m
Sb: アデク ， Syzygium buxifolium 
Ss クサトベラ ， Scaevola sericea 
Te: モモタマナ ， T，肝minalia catappa 
To: ウラジロエノキ ， Trema orientalis 
We: ヒオウギズイセン ， Watsonia spp 

Fig.6 清瀬試験地における主要樹木の位置(1971)

Distribution map of main tree species in Kiyose experimental station (in 1971) 
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Fig.7 清瀬試験地における主要樹木の位置 (1990)

Distribution map of main tree species in Kiyose experimental station (in 1990) 

注:凡例は Fig.6 と同じ。

Symbol is same in Fig. 6 
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Table 3. (つづ、き) (Continued) 

試験地
Kiyose or 

Co仔ee-yama
station 

Pteridium aquilinum var. latiusculum 

Sphenomeris bifiora 

ワラビ

'ムニンハチジョウシダ

ノ、チョジョウシダ

ハマホラシノブ

ホラシノ 7.

十

Pteris boninensis ヨ与 '‘ 

P. fauriei 

S. chinensis 

+
十
+

DAVALLIACEAE シノブ科

Nephrole，ρis auriculata タマシダ

ヤンノイルタマシダ

十

+ N. hirsutula 

CYATHEACEAE へゴ科

Cyathea mertensiana 

C. ogurae 

C. spinulosa 

事マルハチ

*メヘゴ

へコ + 

ASPIDIACEAE オシダ科

Bolbitis quoyana 

Ctenitis lepigera 

C. microlepigera 

Cyclosorus boninensis 

C. parasiticus 

Cyrtomium falcatum 

Deparia bonincola 

Dηlopteris inularis 

D. insularis var. chichisimensis 

Lomarioρsis sρectabilis 

Thelyρteris ogasawarensis 

事ムニンへツカシダ

率キンモウイノデ

事コキンモウイノデ

オオホシダ

ケホシダ

オニヤブソテツ

オオシケシダ

事ムニンベニシダ

*チチジマベニシダ

*ツルキジツオ

$ムニンヒメワラビ

+ 

THEL YPTERIDADEAE ヒメシダ科

The ly�teris boninensis (Kodama) K. Iwats. 

BLECHNACEAE シシガシラ干ヰ

Blechnum orientale 

*ムニンミゾシダ

ヒリュウシダ + 

ASPLENIACEAE チャセンシダ科

Asplenium laserpitiifolium 

A. nidus 

A. polyodon 

A. ritoense 

A. trigonoρte叩m

POL YPODiACEAE ウラボシ科

オオトキワシダ

シマオオタニワタリ

ムニンシダ

コウザキシダ

'オオパノコウザキシダ

+ 

Colysis ρo thifolia オオイワヒトデ

Lepiso叩s boninensis 

Loxogramme boninensis 

'ホソノてクリノ、ラン

$ムニンサジラン



小笠原試験地の植生遷移とフロラ(谷本ほか)

Table 3. (つづき) (Continued) 

VITTARIACEAE シシラン科

Vittana elongata ナンヨウシシラン

V. zosterifolia アマモシシラン

GYMNOSPERMAE 裸子植物

PINACEAE ?ツ科

Pinus luchuensis 

TAXODIACEAE スギ科

Cunninghamia lanceolata 

CUPRESSACEAE ヒノキ科

Juniρerus taxifolia 

ARA UCARIA CEAE ナンヨウスギ科

A raucaria cunninghamii 

ANGIOSPERMAE 被子植物

Dicotyledoneae 双子葉植物

CASUARINACEAE モクマオウ科

Casuarina equisetifolia 

FAGACEAE ブナ科

Quer，ωs acutzsszma 

ULMACEAE ニレ科

Celtis boninensis 

Trema orientalis 

MORACEAE クワ科

Broussonetia pa，ρ'yrifera 

Dorstenia contrajerva 

Ficus boninsimae 

F. caulocarpa 

F. elastica 

F. microcarpa 

F. nishimurae 

F. superba var. japonica 

Morus australis 

M. boninensis 

URTICACEAE イラクサ科

Boehmeria boninensis 

SANTALACEAE ビャクダン科

Santalum boninense 

リュウキュウマツ(帰)

コウヨウザン(植)

シマムロ

ナンヨウスギ(植)

トクサバモクマオウ(帰)

クヌギ(植)

-ムニンエノキ

ウラジロエノキ

カジノキ(帰)

アメリカドルステニア(植)

$トキワイヌビワ

オオパアコウ(植)

インドゴムノキ(植)

ガジュマル(植) 野化

事オオトキワイヌビワ

アコウ

シマク守ワ

事オガサワラグワ

*オガサワラモクマオウ

*ムニンビャクダン

17 

試験地
Kiyose or 

Coffee-yama 
stat卲n 

十

十(植)

+ 

十(植)

十(帰)

+(植)

耳障*

十

事事

十(植)

十(植)
*車

十(帰)

糾(植)

羽信$
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Table 3. (つづ、き) (Continued) 

LORANTHACEAE ヤドリギ科

Korthalsella japonica ヒノキパヤドリギ

POLYGONACEAE タデ科

Persicaria hydropかer ヤナギタデP

Rumex japonicus ギシギシ

PHYTOLACCA CEAE ヤマゴボウ科

Rivina humilis ジュズサンゴ(帰)

NYCT A GINA CEAE オシロイパナ科

Boerhavia dザusa ナハカノコソウ

Bougainvillea sρectabilis ブーゲンビレア(帰)

Pisonia umbellifera ウドノキ

MOLLUGINACEAE ザクロソウ科

Sesuvium portulacastrum 

AIZOACEAE ツルナ科

Tetragonia tetragonoides 

POR TULA CEAE スベリヒユ科

Portulaca boninensis 

P.oleracea 

P. pilosa 

CAR YOPHYLLA CEAE ナデシコ科

Cerastium holosteoides var. hallaisanense 

C. glomeratum 

Drymaria cordata var.ρacifica 

Sagina japonたa

S. maxima 

Stellaria alsine var. undulata 

S. media 

CHENOPODIACEAE アカザ科

Ambria ambrosioides var. pubescens 

Chenopodium album 

ハマスベリヒユ

ツルナ

マルバケツソグサ(帰)

スベリヒユ

ケヅメグサ

ミミナグサ

オランダミミナグサ(帰)

オムナグサ

ツメクサ

ハマツメクサ

ノミノフスマ

，、コ<<

ケアリタソウ(帰)

シロザ(帰)

C. glaucum ウラジロアカザ(帰)

AMARANTHACEAE ヒユ科

Achyranthes obutusifolia 

Amaranthus lividus var. ascendens 

GomPhrema celosioides 

LAURACEAE クスノキ科

Cassytha filiformis 

Cinnalηomum camρhora 

シマイノコズチ

イヌビユ

センニチノゲイトウ (l局)

スナヅル

クスノキ(植)

試験地
Kiyose or 

Coffee-yama 
station 

十

+(帰)

十(轍)

十

+ 

+ 
+(帰)

+(婦)

+(帰)

十

+ 

十

+(植)



小笠原試験地の植生遷移とフロラ(谷本ほか)

Table 3. (つづき) (Continued) 

C. pseudo-pseudopedunculatum 

Machilus boninensis 

M. kobu 

M. ρseudo-kobu 

Neolitsea seηcea var. aurata 

掌コヤプニッケイ

*ムニンイヌクース

寧コブ力、シ

*タプガシ

キンショクダモ

N. boninensis • ムニンシロダモ

HERNANDIA CEAE ハス/ハギリ科

Hernandia sonora 

RANUNCULA CEAE キンポウゲ科

Clematis terniflora var. boninensis 

Ranunculus cantoniensis 

SA UR URA CEAE ドクダミ科

ハスノハギリ

本ムニンセンニンソウ

ケキツネノボタン

Houttuynia cordata ドクダミ

PIPERACEAE コショウ科

Peperomia boninsimensis 

Piρer kadzura 

THEACEAE ツバキ手ヰ

Eurya boninensis 

Schima mertensiana 

GUTTIFERAE オトギリソウ科

Calophyllum inoPhyllum 

Garcinia mangostana 

PAPA VERACEAE ケシ科

Coηdalis heterocarpa var. brachystyla 

CRUCIFERAE アブラナ科

事シマゴショウ

フウトウカズラ

車ムニンヒサカキ

*ムニンヒメツバキ

テリハボク

マンゴスチン(植)

ムニンキケマン

Caρsella bursa ρastoris ナズナ

Coronopus didymus カラクサナズナ

Lepidium virginicum マメグンパイナズナ(帰)

HAMAMELlDA CEAE マンサク科

Distylium lepidotum 

CRASSULACEAE ベンケイソウ科

Kalanchoe pi:η乱αta

Sedum uniflorum subsp. boninense 

SAXIFRA GA CEAE ユキノシタ科

Hydrangea macroPhylla f. normalis 

PITTOSPORACEAE トベラ科

*シマイスノキ

セイロンベンケイ(帰)

$ムニンタイトゴメ

ガクアジサイ

Pittosporum boninense • シロトベラ

- 19 .-

試験地
Kiyose or 

Coffee-yama 
station 

+ 

+ 

ヨ依噂

+ 

司院司院

+(植)

当隊司ド

十

彰司跡
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Table 3. (つづ‘き) (Continued) 

P. boninense var. chichijimense 

fρarvifolium 

ROSACEAE パラ科

Osteomeles schwerinαe 

O.lanata 

Photinia wrightiana 

Rhaphiolepぉ indica

Rubus nakaii 

R. tuyamae X nishimuranus 

LEGUMINOSAE マメ科

Acacia confusa 

Adenanthera pavonina 

Caesalpinia bonduc 

C. globulorum 

Canavalia lineata 

Cassia mimosoides subsp. lechenaultiana 

C. occidentalis 

C. siamea 

Derris elliρtica 

Desmanthus virgatus 

Deslηodium heterophyllum 

Erythrina variegata 

Leucaena leucocephala 

Medicago lupulina 

M. polymoゆha

M. polymoゆha var. confinis 

Melilotus indica 

Mimosa pudica 

Mucuna gigantea 

Pithecellobium dulce 

Pongamia pinnata 

Pueraria lobata 

本オオミトベラ

'コパノトベラ

*タチテンノウメ

$シラゲ、テンノウメ

シマカナメモチ

シマシャリンノゼイ

チチジマキイチゴ

シマミツノ〈キイチゴ

ソウシジュ(植)

アメリカネムノキ(帰)

シロップ

ノ、スミノカズラ

ノ、マナタマメ

タイワンカワラケツメイ

ハプソウ

タガヤサン(植)

ドクフジ(帰)

ヒメギンネム(帰)

ムラサキヌスビトハギ(婦)

デイゴ

ギンネム(帰)

コメツプウマゴヤシ(帰)

ウマゴヤシ(帰)

トゲナシウマゴヤシ(帰)

コシナガワハギ(婦)

オジギソウ(帰)

ワニグチモダマ

マニラタマリンドウ

クロヨナ(植)

クズ

Sophora to押lentosα イソフジ

Vigna marina ハマアズキ

Wisteria floribunda フジ

OXALIDACEAE カタノイミ科

Oxalis corniculata var. trichocaulon 

O. corymbosa 

EUPHORBIACEAE トウダイグサ科

AcalYPha godseffiana 

ケカタノぐミ

ムラサキカタバミ(帰)

アカリファ

試験地
Kiyose or 

Coffee-yama 
station 

十

+ 

+(植)

十(植)

+(帰)

+(帰)

十(植)

十(帰)

十(帰)

十(帰)

+ 

+(植)

+ 
+(帰)

十(植〉



小笠原試験地の植生遷移とフロラ(谷本ほか)

Table 3. (つづき) (Conlinued) 

Bischofia javanica 

Breynia officinalis 

DηIPetes integerrima 

Euphorbia pilulifera 

E. Pilulifera var. glaberrima 

E. chamaesyce 

E. thymifolia 

Manihot utilissima 

Phyllanthus debilis 

SaPium sebiferum 

RUTACEAE ミカン科

Boninia glabra 

B. grisea 

Citrus natsudaidai 

C. sinensis 

Euodia nishimurae 

Murraya ρaniculata 

Zanthoxylum ailanthoides var. boninshimae 

Z. beecheyanum 

MELIACEAE センダン科

Melia azedarach var. subtripinnata 

ANACARDIACEAE ウルシ科

Mangifera indica 

Rhus succedanea 

Schinus terebinthifolius 

SAPINDACEAE ムクロジ科

Dodonea viscosa 

Sapindus mukorossi 

A QUIFOLIA CEAE モチノキ科

Ilex metensii var. beecheyi 

I. matanoana 

よ mertensii

アカギ

オオシマコパンノキ

事ムニンハツバキ

シマニシキソウ

事テリノ、ニシキソウ

ハイニシキソウ(帰)

イリオモテニシキソウ(帰)

マンニホット(植)

'オカ*サワラコミカンソウ

ナンキンハゼ(植)

事シロテツ

事オオノf シロテツ

ナツミカン(植)

オレンジ(オガサワラオレンジ)

本ムニンゴシュユ

ゲッキツ(植)

事アコウザンショウ

ヒレザ、ンショウ

センダン

7 ンゴウ(植)

リュウキュウハゼノキ(植)野化

サンショウモドキ(帰)

ノ、ウチワノキ

ムクロジ

*ムニンモチ

事ムニンイヌツゲ、

取シマモチ

よ ρerconacea 掌アツノ fモチ

CELASTRACEAE ニシキギ科

Euonymus boninensis 本ヒメマサキ

BUXACEAE ツゲ科

Buxus liukiuensis オキナワツゲ(植)

- 21 -

試験地
Kiyose or 

Coffee~yama 
slalion 

+ 
+(植)
事司臨

十

+(帰)

+(帰)

判院事

*傘

調依*

+(植)

+(植)

十(植)
跡事

十

十

+(植)

+ 

唱齢事
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Table 3. (つづき) CContinued) 

試験地
Kiyose or 

Coffee-yama 
station 

VITACEAE ブドウ科

Cayratia japonica ヤブガラシ

ELAEOCARPA CEAE ホルトノキ科

Elaeocaゆus photiniaefolius 場シマホルトノキ 唱ド当解

MALVACEAE アオイ科

Abutilon indicum 

Hibiscus glaber 

H. rosa-sinensis 

H. tiliaceus 

Malva pusilla 

タカサゴイチビ + 

Malvastrum coromandelianum 

事テリノ、ノ、マボウ

ブッソウゲ

オオハマボウ

ハイアオイ(帰)

エノキアオイ

ホソノイキンゴジカ

キンゴジカ

訓"・

十(植)

+ 

Sida acuta 

S. rhombifolia 

THYMELAEA CEAE ジンチョウゲ科

Wikstroemia pseudoretusa 

十

十

*ムニンアオガンピ

ELAEAGNACEAE グミ科

Elaeagnus γ'otundata 市オガサワラグミ ー‘'‘

STACHYURACEAE キブシ科

Stachyurus macrocaゆus

CARICACEAE ノfパイヤ科

Carica papaya 

CUCURBITACEAE ウリ科

Trichosanthes boninensis 

g ナガパキブシ

パパイヤ(帰) 十(婦)

‘ムニンカラスウリ '‘'ー

科ギ、

a

w

湖

、
、
、

G

刀

M

仙
Pし

P
O

E

M

-

M

 

M

山
側

戸
し

η
m
U

A
m

柏

田

m
m

口

m
m
略

Y

A

L

 

L
 ホソバヒメミソハギ

シマサルスベリ + 

MYRTACEAE フトモモ科

Meterosideros boninensis 

Psidium littorale form. lucidum 

P. guajava 

Syzygium buxifolium 

Syzygium samarangense 

S. cleyeraefolium 

PUNICACEAE ザクロ科

Punica granaωm ザクロ(績)

事ムニンフ卜モモ

キパンジロウ(帰)

パンジロウ(帰)

+(帰)

~(帰)

アデク + 
マレーフトモモ

$ヒメフトモモ

十(植)

LECYHIDACEAE サガリパナ科

Barringtonia asiatica コザパンノアシ(植)



小笠原試験地の植生選移とフロラ(谷本ほか)

Table 3. Cつづ、き) CContinued) 

MELASTOMA TACEAE ノボタン科

Melastoma tetramerum ‘ムニンノボタン

COMBRETACEAE シクシン科

Terminalia cataρρα 

ONAGRACEAE アカパナ科

Ludwigia hyssoPifolia 

L. octovalvis 

ARALIACEAE ウコギ科

Fatsia oligocaゆella

Nothopanax filicifolia 

UMBELLIFERAE セリ科

Centella asiatica 

Hシdrocotyle maritima 

H. sibthorpioides 

Peucedanum boninense 

ERICACEAE ツツジ科

Rhododendron boninense 

Vaccinium boninense 

MYRSINACEAE ヤブコウジ科

Ardisia sieboldii 

Myrsine maximowiczii 

M.okabeana 

PRIMULACEAE サクラソウ科

Anagallis arvensis form.ρhoenicea 

Lysimachia jaρonlca 

L. mauritiana 

L. rubida 

PLUMBAGINACEAE イソマツ科

モモタマナ

タゴボウモドキ

ウスケ.キダチキンノてイ

本ムニンヤツテ'

ホソパナンヨウコギ(植)

ツボクサ

ノチドメ

チドメグサ

ホムニンハマウド

事ムニンツツジ

ホムニンシャシャンボ

モクタチバナ

ホシマタイミンタチノぜナ

*マ lレパf 'Jイミンタチノイナ

アカノイナルリハコベ

コナスビ

ハマボッス

*オオハマッボス

Limonium wrightii イソマツ

SAPOTACEAE アカテツ科

Planchonella boninensis 

P. obovata 

P. obovata var. dubia 

EBENACEAE カキノキ科

Diospyros ebenum 

D. ferrea var. buxifolia 

*ムニンノキ

アカテツ

コノイノアカテツ

コクタン(植)

リュウキュウコクタン(植)

- 23-

試験地
Kiyose or 

Coffee-yama 
station 

十

十

車場(植)

事訓院

十

+ 
寸ー

ーー‘ 

+ 

+ 

十(植)

十(植)
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Table 3. (つづ;き) (Continued) 

SYMPLOCACEAE ハイノキ科

Symρlocos kawakamii 

S.ρergracilis 

OLEACEAE モクセイ科

Ligustrum micranthum 

Osmanthus insularis 

LOGANIACEAE マチン科

Geniostoma glabrum 

APOCYNACEAE キョウチクトウ科

Allamanda cathartica var. henderonii 

Ochrosia nakaiana 

Trachelospermum asiaticum 

RUBIACEAE アカネN

Galium sρurium var. echinospermon 

Gardenia boninensis 

Hedyotis grayi 

H. mexicαna 

Morinda boninensis 

M. citrifolia 

Paederia scandens var. maritima 

Psychotria boninensis 

$ウチダシクロキ

事チチジマクロキ

*ムニンネズミモチ

シマモクセイ

ホオガサワラモクレイシ

アリアケカズラ

'ヤロード

テイカカズラ

ヤエムグラ

本オガサワラクチナシ

*シマザクラ

放マルパシマザクラ

$コハナガサノキ

ヤエヤマアオキ

ハマサオトメカズラ

*オオシラタマカズラ

P. homalosperma • オガサワラボチョウジ

Tarenna subsessilis • シマギョクシンカ

CONVOL VULACEAE ヒル力、オ科

Calonyction aculeαtum トゲヨルガオ

Ipomoea gracilis 

1. pes-caprae 

ソコペニヒルガオ

グンノてイヒルガオ

よ tuba キパナハマヒルガオ

Stictocardia tiliifolia オオパハマアサガオ

BORA GINA CEAE ムラサキ科

A rgusia argentea モンノぐノキ

Bothriosρermum tenellum ハナイパナ

Heliotropium ovalifolium var. depressum クサ/レリソウ

VERBENACEAE クマツヅラ干4

Callicαゆa glabra • シマムラサキ

C目 nishimurae

C. subpubescens 

Clerodendrum japonicum 

C. wallichii 

*ウラジロコムラサキ

事オオパシマムラサキ

ヒギリ(植)一野化

クーリンド(植)

試験地
Kiyose or 

Coffee-yama 
station 

十

十

十

‘'‘ 

+ 

十

事事(植)



小笠原試験地の植生遷移とフロラ(谷本ほか)

Table 3. (つづ、き) (Continued) 

Lantana camara var. aculeata 

Stachytarþheω jamaicensis 

Vitex rotundifolia 

LABIATAE シソ科

Ajuga boninsimae 

Scutellaria longituba 

SOLANACEAE ナス科

Lycium sandwicense 

Nicotiana longifolia 

N. tabacum 

Physalis peruviana 

Solanum b切'orum var. glabrum 

S. nig叩m

SCROPHULARIACEAE ゴマノハグサ科

シチヘンゲ(帰〉

ホナガ「ソウ

ハマゴウ

‘シマカコソウ

*ムニンタツナミソウ

アツノてクコ

ホウライアマ(帰)

タバコ(帰)

ケホウズキ(帰)

ムニンホオズキ

イヌホウズ、キ

Russelia juncea ハナチョウジ(植)

Vandellia anagallis オオスズメノトウガラシ

Veronica javanica ノ、マクワ力。タ

ACANTHACEAE キツネノマゴ科

Thunbergia affinis 

T. alata 

T. laurifolia 

OROBANCHA CEAE ハマウツボ科

Aeginetia indica 

Orobanche boninsimae 

MYOPORACEAE ハマジンチョウ科

Myoρorum boninense 

PLANTA GINA CEAE オオノ〈コ科

ムラサキヤハズカズラ

ヤハズカズラ

ローレルカズラ

ナンパンギセル

事シマウツボ

本コハマジンチョウ

Plantago asiatica オオノてコ

CAPRIFOLIACEAE スイカズラ科

Sambucus formosana 

Viburnum japonicum var. boninsimense 

CAMPANULACEAE キキョウ科

タイワンソクズ

申トキワガマズミ

Lobelia boninensis ・オオハマギキョウ

GOODENIA CEAE クサトベラ科

Scaevola sericea クサトベラ

COMPOSITAE キク科

Ageratum conyzoides カッコウアザ「ミ

一 25 一

試験地
Kiyose or 

Coffee-yama 
station 

十(帰)

十

+ 

+(帰)

十(帰)

十

+ 

十

別院*

十

十

+ 
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Table 3. (つづ‘き) (Continued) 

試験地
Kiyose or 

Coffee-yama 
station 

Artemisia princeρs 

Aster subulatus 

Bidens pilosa var目 mmor

B. ρilosa var. radiata 

Cirsium boninense 

Conyza bonariensis 

C. sumatrensis 

Crepidiastrum ameristophyllum 

C. grandicollum 

ヨモギ

ホウキギク

シロ r{ナセンダングサ

オオバナセンダングサ

*オガサワラアザミ

アレチノギク(帰)

オオアレチノギク(帰)

*ユズリハワダン

*コヘラナレン

$へラナレン

ベニバナボロギク(帰)

タカサブロウ

シロパナイガコウゾリナ(帰)

ウシノタケダグサ(帰)

タケダグサ(帰)

チチコグサモドキ(帰)

C. linguifolium 

Crassocephalum crePidioides 

Eclipta prostrata 

Elephantopus mollis 

Erechtites hieracifolia var. cacalioides 

E. valerianaefolia 

GnaPhalium pensylvanicum 

Ixeris debilis 

よ longirostrata

I. stolonifera 

Kalimeris indica 

Soliva anthemifolia 

Sonchus oleraceus 

Sρilanthes iabadicensis 

Synedrella nodiflora 

Tridax ρrocumbens 

Vernonia cinerea 

Wedelia chinensis 

Youngiajaρomca 

オオジシノイリ

掌ツノレワタ。ン

ジシパリ

コヨメナ

イガトキンソウ(帰)

ハルノノゲシ

ヒメセンニチモドキ(帰)

フシザ‘キソウ

コトブキギク

ムラサキムカシヨモギ(帰)

ハマグルマ

オニタビラコ

Monocotyledoneae 単子葉植物

POT AMOGETONA CEAE ヒルムシロ科

Ruρρia maritima * カワツルモ

TRIURIDACEAE ホンゴウソウ科

Sciaρhila okabeana * スズフリホンゴウソウ

S. tosaensis ウエマツソウ

LILIACEAE ユリ干キ

A llium thunbergii 

Asparagus plumosus 

A. schoberioides 

Dianella ensifolia 

ヤマラッキョウ

ブンチク(帰化)

キジカクシ

キキョウラン

+ 

+(帰)

+(帰)

+(帰)

十

十

+ 
+ 

十



小笠原試験地の植生遷移とフロラ(谷本ほか)

Table 3目 (つづき) (Continued) 

Lilium longiflorum 

Smilax china var. yanagitai 

AGAVACEAE リュウゼツラン科

Agave americanα 

Sansevieria nilotica 

テッポウユリ(帰化)

トキワサルトリイノf ラ

アオノリュウゼツラン(帰)

チトセラン(帰)

S. stuckyi ツツチトセラン(植)

Yucca filamentosa イトラン(植)

AMAR YLLIDA CEAE ヒガンバナ科

Crinum asiaticum var. sinicum 

Hiþρeastrum hybridum 

DISCOREA CEAE ヤマノイモ科

タイワンハマオモト

アマリリス(帰)

Dioscorea bulbifera ニガカシュウ(植)

D.jaρonica ヤマノイモ(植)

IRIDACEAE アヤメ科

Tritonia crocosmaeflora 

COMMELINA CEAE ツユクサ科

Commelina benghalensis 

品lurdannia angustifolia 

Rhoeo spathacea 

FLA GELLARIACEAE トウツルモドキ科

Fragellaria indica 

POACEAE イネ科

A ristida boninensis 

Arthraxon hispidus 

A rundo donax 

Bambusa multiρlex form. a伊honso-karri

Bothriochloa parviflora 

Chloris barbata 

C. dolichostachys 

C. radiata 

ChηIsopogon aciculatus 

Cymbopogon citratus 

C. tortilis var. goeringii 

Cynodon dactylon 

Cyrtococcum patens 

Dactyloctenium aegyptium 

Dendrocalamus latiflorus 

Digitaria ciliaris 

D. microbachne 

ヒメヒオウギズイセン(帰)

マルパツユクサ

ナカ、パイボクサ

ムラサキオモト(帰)

トウツルモドキ(植)

マツパシパ

コブナグサ

ダンチク(植)

スオウチク

ヒメアプラススキ

クロコウセンガヤ(帰)

シマヒゲシノて

コウセンガ、ヤ

オキナワミチシノて

レモンソウ(植)

オガルカヤ

ギョウギシパ

ヒメチコザサ

タツノツメガヤ(帰)

マチク(植)一野化

メヒシノぜ

イヌメヒ、ンノぜ

27 

試験地
Kiyose or 

Coffee-yama 
station 

十

+(帰)

十(帰)

+(帰)

十(帰)

十(植)

十(植)

十(帰)

+ 
十

+(帰)

+ 

+(帰)

十(帰)野化

+ 
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Table 3. (つづ.き) (Continued) 

D. platycaゆha

D.p叩riense

D. violascens 

Echinochloa colona 

E. crus-galli var. caudata 

E. α"Us-galli var. formosensis 

Eleusine indica 

Eragrostis amabilis 

E. bulbillifera 

Eriochloa procera 

lmperata cylindrica 

lschaemum ischaemoides 

Leptochloa panicea 

Leρturus repens 

Miscanthus boninensis 

M. condensatus 

Oplismenus compositus 

Paspalidium tuyamae 

Paspalum conjugatum 

P. dilatatum 

P. noωtum 

P. scrobiculatum 

P. urvillei 

Pennisetum ρuゅureum

P. sordidum 

Phyllostachys nigra var. henonis 

Rhynchospora rubra 

Pleioblastus gramineus 

P. simonii 

Poa annua 

Saccharum officinarum 

Setaria barbata 

S. glauca 

Sorghum halepense var. pro ρinquum 

sρorobolus diander 

S. virginicus 

Thuarea sarmentosa 

Zoysia japonica 

Z. tenuifolia 

PALMAE ヤシ科

A renga engleri 

事シマギョウギシパ

ハハキメヒシパ

アキメヒシパ

コヒメビエ

イヌビエ

ヒメタイヌビエ

オヒシノf

ヌカカゼクサ

イトスズメガヤ

ムラサキノピエ

チガヤ

-シマカモノハシ

イトアゼガヤ

ノ、イシノゼ

$オガサワラススキ

ハチジョウススキ(植)野化

エダウチチヂミザサ

事コゴメビエ

オガサワラスズメノヒエ

シマスズメノヒエ(帰)

アメリカスズメノヒエ(帰)

スズメノコビエ

タチスズメノヒエ(婦)

オニチカラシパ

シマチカラシノゼ

ハチク(植)

イガクサ

タイミンチク(植)

メダケ(植)野化

スズメノカタビラ

サトウキビ(植)野化

ヒメササキビ

キンエノコロ

セイパンモロコシ(帰)

フタシベネズミノオ

ソナレシノて

スナザサ

シパ

コウライシr{

クロッグ(植)野化

試験地
Kiyose or 

Coffee-yama 
station 

調幹事

+ 
十

十

十

•• 

'ー・
+(植)野化

+ 

+ 

十

十

+ 

+野化

+野化

十

十(帰)

+ 

+ 

+野化
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Table 3. (つづき) (Continued) 

- 29-

試験地
Kiyose or 

Coffee-yama 
station 

Caηlota urens 

Chrysalidocarpus lutescens 

Clinostigma savoryana 

Cocos nucifera 

Livistona chinensis var. boninensis 

クジャクヤシ(横)野化

アレカヤシ〈植)野化

‘ノヤシ

ココヤシ(植)

掌オガサワラビロウ

ARACEAE サトイモ科

Alocasia cucullata シマクワズイモ(野化)

ミズイモ(植) (野化)Colocasia esculenta var. aquatilis 

PANDANACEAE タコノキ干4

Freycinetia boninensis 

Pandanus boninensis 

P. furusei 

*ツ 1レダコ

事タコノキ

フサナリタコノキ(植)

CYPERACEAE カヤツリグサ科

BulbosむIIお barbata ハタガヤ

ヒゲスゲ

事ムニンナキリスゲ

事セキモンスゲ

ヒトモ卜ススキ

シュロガヤツリ(帰)

アイダクグ

シマクグ

クグ

タマガヤツリ

アゼガヤツリ

コゴメガヤツリ

オオヒメクグ

シチ卜ウ

キンガヤツリ

イガガヤツリ

ハマスゲ

テンツキ

シマテンツキ

本ムニンテンツキ

ヒデリコ

クロガヤ

ヒラアンペライ

ムニンアンベライ

噂シマイガクサ

本ムニンイヌノノ、ナヒケ.

ジョーイ

Carex oahuensis var. robusta 

C. hattoriana 

C. toyoshimae 

Cladium chinense 

Cyperus altemifolius 

C. brevifolius var. brevifolius 

C. cyperinus 

C. cyperoides 

C. diffonηis 

C. flavidus 

C. iria 

C. kyllingia 

C. monoρhyllus 

C.odoratus 

Cρolystachyos 

C. rotundus 

Fimbristylis dichotoma 

F. ferruginea 

F. longisρica var. boninensis 

F. miliacea 

Gahnia tristis 

Machaerina glomeraω 

M. rubiεinosa 

Rhynchospora boninensis 

R. rugosa var. curvo-aristata 

Schoenus brevifolius 

+野化

+野化

帥(植)

刻脈事

+(野化)

+(野化)

.. 

+ 
十

'也事

+(帰)

十

+
+
+
 

十
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Table 3. (つづき) (Continued) 

Sciゆus ternatanus 

S. triqueter 

オオアブラガヤ

サンカクイ

Scleria levis シンジュガヤ

MUSACEAE バショウN

Musa paradisiaca バナナ(植)

Ravenala madagascariensis タビビトノキ(植)

ZINGIBERACEAE ショウガ科

A砂inia bilamellata • チクリンカ

A. boninensis 

A. speciosa 

Hedychium angustifolium 

CANNACEAE カンナ科

Canna indica 

ORCHIDACEAE ラン科

BulboPhyllum boninensis 

Calanthe hattorii 

CoηI1Tl borkis subdensa 

Euloρhia toyoshimae 

Gastrodia boninensis 

Goodyera boninensis 

Luisia boninensis 

Malaxis boninensis 

Platanthera boninensis 

5. 2 コーヒ一山周辺及び固定試験地の植生と遷移

5.2. I コーヒ一山周辺の主要樹木の位置と遷移

取シマクマタケラン

ゲットウ(植)

シュクシャ(植) (野化)

ダンドク(植) (野化)

事オカ、サワラシコウラン

$アサヒエビネ

'チクセツラン

事イモラン

事ムニンヤツシロラン

*ムニンシュスラン

ホムニンボウラン

事シマホザキラン

*シマツレサギソウ

試験地
Kiyose or 

Coffee-yama 
station 

+ 

十(野化)

十(植)

十(植)(野化)

十(植)(野化)

コーヒー山の主要樹木の位置と広がりをリュウキュウアカマツ枯死前 (Fig.8) の 1977 年(昭和 52

年)と，枯死後 (Fig. 9) の 1988 年(昭和田年)に調査し，それ以降は渡島の都度修正した。リュウキュ

ウマツ林は， 昭和 52 年まで第 l コーヒ一山から東に走る尾根を中心に広い分布域を持っていた。 しか

し 1988 年(昭和田年)の調査時には大部分が枯れ，点在するのみになった。モクマオウ林は，北西部

にかなり広い面積に造林されていたが， 1983 年(昭和田年)に小笠原を直撃した台風 17 号によって壊

滅的な被害を受けた。

一方， この試験地はかつて農耕地に利用されていたため格子状に残るテリハボク林が特徴的で，列状

に植栽された両側には天然更新した若木が存在している (Photo 1)。農耕地が放棄された跡地には，ム

ニンヒメツバキが侵入している場所もあるが，ワラビ， ドクフジ，ヤハズカズラなどに広く覆われ， 20 

年以上の年月が経過しているにもかかわらず木本性樹種の侵入を困難にしている (Photo 2) 。
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5. 2. 2 コーヒ一山固定試験地の植生変化

固定試験地における謂査は，すでに述べたように設定時の昭和 48-49 年，設定 4 年後の昭和 53 年に

第 2 回，そして第 3 回は設定より 14-15 年目の昭和 62 と 63 年の計 3 回行われている。それぞれの調査

結果は次のとおりである。

(1) リュウキュウマツーシマシャリンパイ林 (plot 1 及び 2)

各調査時の種構成，階層別群落構造は Tables 4 及び 5 のとおりであった。設定当時は，リュウキュウ

マツが高木層を形成し，亜高木，低木層はシマシャリンパイが優占する群落構造であった。林床ではシ

マシャリンパイ，リュウキュウマツなどの稚幼樹がわずかに生育していた。 4 年後では，種組成，林分構

造はほとんど変化はみられなかった。 15 年目の最大の変化は，マツノザイセンチュウ病によるリュウ

キュウマツの枯死である。当初 18 本存在したリュウキュウマツは 2 本が残るのみとなって，完全に近い

までに高木層の林冠が破壊された。このためムニンテイカカズラが本数，被度を高め，マツ枯れ初期に

侵入したウラジロエノキ，ギンネムなどが目立ってきた。

リュウキュウマツなどマツ類は，林内には更新が認められず，道路のり面や放棄された畑地のように，

明るい裸地において多量の更新が可能になる。ここでもマツ枯れの跡にはリュウキュウマツの更新がほ

とんどなく，稚幼樹はウラジロエノキを中心とした広葉樹であった。

(2) テ 1) ハボクーギンネム林 (plot 4) 

テリハボクは，畑地の防風林として利用されていた。この plot は，こうした畑地跡にギンネムが天然

更新により成立したと思われる。調査区設定当初に記録された木本の総本数は 831 本，その大半はギン

ネムによって占められ，次いでシマシャリンパイ，アカテツ，モクタチバナなどが多かった CTable 6)。

この林分は 0-5cm の階層に分布個体が多く，ギンネムは総本数の 30%，シマシャリンパイは 20%，ア

カテツは 48% と，比較的更新稚樹が多いのが特徴的であった。 4 年後の調査では，ギンネムの減少率は

総本数で 63% ， 0-5 cm 及び 3m の階層でそれぞれ 55 及び 51% と高かった。昭和 63 年には， 6cm 以

上の階層の個体数はさらに減少していたが，逆に 0-5cm の階層では約 5.7 倍に増え，総本数は 2 倍に

なっていた。

これらをさらに詳しくみると， 6-30cm の層は 88 本と 60 本であったのが， 23 本に減少し， 31-300 

cm の階層は 226 本と 160 本が 97 本に減少した。 301 cm 以上の階層では 79 本から 40 本と，減少傾向

を示していた個体数が 56 本に増加した。

ギンネムは，リュウキュウマツと同様に極めて陽性な樹種で，一般的には林内での更新は困難である。

この調査区で中間の階層の個体数が減少し最下層と最上層の個体が増加しているが，昭和田年の台風

17 号の影響により，最上層木が風害を受け枯死したり，枝を飛ばされたりした後に，中間層が進級し，

明るくなった林床に多量のギンネムのメパエが発生したものであろう。

植生遷移の立場からはこうした陽樹林は，やがて在来種の侵入が始まり極相林に向けて遷移が進行す

ると理解されているが， 15 年間のギンネムの個体数の推移は，ギンネムが，林冠の破壊によって在来種

の侵入が始まる前に多量の後継樹を準備できる樹種であることが確認され (Photo 3)，ギンネムが一度

優占した林分は遷移によって在来植生に移行する可能性は極めて薄いとする見解(木村， 1978) を裏付
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Fig.8 コーヒー山試験地における主要樹木の位置 (1977)

Distribution map of main tree species in Coffee-yama experimental station (in 1977) 



33 小笠原試験地の植生還移とフロラ(谷本ほか)

国
国
ζ
g
ω
E

岡
市
刷
2
-
D
A
g
h凶

。
日
d
E
4∞
-
国
広2
-
s
t
組

(
∞
∞25
)
ロ
o
z
S
∞

-
S
E
U
E己
む

Q
H
U
S
H
H岡
山h
l
Uむ
出
。υ
5
2
3
U

仏
国
U
U
』
H
E
司
自
』
o
a
司
自
ロ

o
Z
ロ
ヨ
お
目
白

(
∞g
-
)
租
記
Q
ν
T葉
山
酬
川
何
時
全
将
リ
ヨ
ァ

i

』
l
h

∞
・
自
民

司寸一一一一一一



34 一 森林総合研究所研究報告第 369 号

Table 4. リュウキュウマツ林の種組成と樹高階別本数

Floristic composition and tree number of each height class of Pinus luchuensis forest (plot 1) 

樹年度高区分 (Height class cm) 。-5 6-30 
(Year) 

31-300 301 以卜 長十

種名 (Species) ~ 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 

シマシャリンパイ 12 15 51 4 9 11 40 39 32 22 21 15 78 84 109 
RhaPhiolepis iη:dica 

テイカカズラ 77 79 988 。 o 231 。 日 58 l I 日 78 801285 
Trachelospermum asiati四m

リュウキュウマツ l 。 1 。 。 。 。 。 。 18 18 2 19 18 3 
Pinus luchuensis 

イゾカグマ 1 5 71 。 。 。 。 。 。 。 。 01 l 5 71 
Microlep凶 strigosa

コヤプニッケイ 。 2 10 2 2 3 2 2 5 1 l 3 5 7 21 
Cinnamomum Pseudo 

pseudopedunculatum i 
アカテツ 。 5 。 2 2 。 2 1 。 l 。 3 3 
Planchonella obovata 

ソウシジュ 8 。 2 11 
Acacia confusa 

シマギョクシンカ l 。 3 。 4 
Tarenna subsessμis 

ギンネム 9 。 3 13 
Leucaena leucocephala 

モクタチノぜナ l 2 2 iL, 5 
Aγdisia sieboldii 

シマグワ 。 。 12 5 17 
M肝'us 醐stralis

オオシラタマカズラ 5 l 。 7 
Psychotria boninensis 

ムニンヒメツノぜキ 3 。 5 。 8 
Schimα meγt四S旬間

ノ、チジョウシダ 。 。 。 l 
Pteris fauriei 

スゲ spp. 3 。 。 。 3 
Carex spp. 

ヒサカキ 。 。 。 l 
Eurya boninensis 

アコウザンショウ l 。 2 。 3 
Zanthoxylum ailanthoides 

var. boninshimae 

オオトキハイヌビワ 。 。 。

Ficus nishimurae 

アカギ 10 。 。 11 
Bischoji，αjωanilω 

ウラジロエノキ 1 。 14 自 23 
Trema orientalis 

ける結果となった。

(3) リュウキュウマツーギンネム林 (plot 13) 

3m 以上の階層ではギンネム，ムニンヒメツバキが多いが大径木のリュウキュウマツが優占するため

当初， リュウキュウマツーギンネム林に位置づけられている。しかし，組成 (Table 7) からは，ギンネ

ムームニンヒメツバキもしくはギンネムーシマシャリンパイ林ともいえる群落構造となっている。第 1 回

の調査では，ギンネムは被圧されて次第に減少する傾向が認められたが， ヒメツバキは優占度を高める

傾向が予測されていた。また，他の群落に比べるとワラビ，コヤプニッケイなど 17 種の生育が記録され
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Table 5. リュウキュウマツ林の種組成と樹高階別本数

Floristic composition and tree number of each height class of Pinus luchuensis forest (plot 2) 

樹年度高区分 (Height class cm) 。-5 6-30 31-300 301 以上 五十
(Year) 

種名 (Species) ~ 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 

シマシャリンパイ 。 。 27 。 。 16 35 35 45 20 20 21 55 55 109 
Rhaphiolepis indica 

テイカカズラ 8 8 331 。 。 6 。 。 l 。 。 。 8 8 338 
Trachelosp酔明um as僘t兤um 

リュウキュウマツ 。 。 2 。 。 。 。 。 6 6 3 6 6 5 
Pinus luchuensis 

アカテツ I 。 2 2 2 2 2 。 。 。 5 5 13 
Planchonella obovata 

ソウシジュ 7 3 59 。 4 13 。 。 35 。 。 2 7 7 109 
Ac.町田 confusa

シマギョクンンカ 。 。 。 。 。 。 I 2 。 。 。 l 2 
Tarenna subsessilis 

オガサワラグミ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 l 。 。

Elaeagnus rotundata 

オガサワラススキ 。 。 。 。 。 。 l 1 13 。 。 。 13 
Miscanthus boninensis 

ギンネム 63 。 10 2 75 
Leucaena leucocePhala 

モクタチバナ 。 。 3 。 3 
A rdisia sieboldii 

シマグワ 。 。 18 l 19 
Morus aust:γαlis 

オオシラタマカズラ 166 01 7 。 173 
Psychotria boninensis 

ムニンヒメツバキ 3 l 5 。 9 
Schima mertensiana 

スケ spp 。 l 。 2 
Carex spp 

アレカヤシ 。 。 l 。 1 
Chrysalidocarpus lutescens 

アコウサ'ンショウ 。 。 。 l l 
Zanthoxylum ailanthoides 

var. boninshimae 

オオトキハイヌピワ 。 。 。 1 
Ficus nishimurae 

アカギ 。 。 3 l 4 
Bischofia javanica 

ウラジロエノキ 。 19 6 26 
Trema orientalis 

ムニンネズミモチ 。 1 。 2 
Ligust問m micranthum 

モクマオウ 。 2 。 3 
Casua円na equisetifolia 

ており，種の多様性が高く，昭和 63 年には，さらにウラジロエノキ，ハチジョウシダ，コブガシ，シマ

ギョクシンカなどが侵入して 22 種になっていた。

リュウキュウマツの枯損によって林内の光環境が好転したために，イシカグマ， タマシダの個体数の

増加が著しく，幹折れ木にまで着生しているため 300 cm 以上の高さになった個体もあった。設定当初

衰退が予測されたギンネムの 301 cm 以上の個体は 16 本から 74 本に増え，これより下の階層でも個体

数の増加が著く，一度形成されたギンネム林における更新の特殊性は，この群落でも確認できた。また
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Table 6. テリハボク ギンネム林の種組成と樹高階別本数

Floristic composition and tree number of each height c1ass of Calophyllum inoρhyllum and 

Leucaena glauca mixed forest (plot 4) 

年樹度高区分 (Height class cm) 0-5 6-30 31-300 301 以上 員十
(Year) 

種名 (Species) ~ 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 

シ 7 シャリンパ「イ 21 25 30 9 12 6 59 55 10 14 15 16 103 107 62 
Rhaphiolepis indica 

リュウキュウマツ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 l 1 
Pinus luchuensis 

コヤブニッケイ 。 。 01 。 。 I 3 3 2 l 2 4 4 5 
Cinnamomum Pseudo-

pseudopedunculatum 

アカテッ 31 33 4 29 31 39 20 20 25 I 。 81 85 68 
Planchonelia obovata 

オガサワラグミ 2 2 。 1 i 。 I 2 。 。 4 4 4 6 
Elae昭加s rotundata 

ギンネム 179 98 557 88 60 23 226 160 97 79 40 56 572 358 733 
Leucaena leucocephala 

テリハボク 。 。 。 。 。 。 3 3 6 12 12 6 15 15 12 
CaloPhylium inoPhyllum 

モクタチバナ 6 8 。 2 3 8 22 22 21 ! 13 13 19 43 46 48 
Aγd時国 sieboldii

ムニンネズミモチ 5 。 2 2 。 3 3 7 。 。 。 6 10 7 
Ligustrum micγanthu間

シマグワ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 l l 。 l l 。

Morus australis 

ヤロード 。 。 。 。 。 。} l 。 。 。 。 I l 。

Ochrosia 闇kaiana

シマモクセイ 。 。 1 。 1 
Osmanthus insularis 

ムニンヒメツノぜキ 6 9 9 25 
Schimα mertensiana 

コブ tf シ 。 。 2 。 2 
Machilus kobu 

ウラジロエノキ l 。 。 。

Trema or回ntalis

キノインジロウ 3 。 5 
Psidium littorale form. 

lucidum 

イシカグマ 55 。 。 。 55 
MicrolePia strigosa 

ノ、チジョウシダ l 。 。 。

Pteris fauriei 

ヒメツバキの個体の増加も著ししギンネムーヒメツバキ林に変化してきた。

(4) ソウシジュキ本 (plot 3) 

この Plot はソウシジュの人工林内に設定された。設定当初はソウシジュ以外の植生は記録されてい

なかった。第 2 回の調査では 0-5cm 以下の稚樹が 14 本確認された。第 3 回目にはシマシャリンパイ，

アカテツ，ギンネム，ウラジロエノキの侵入個体が見られ，いずれも 30cm 以上に成長しているものが

多かった。ソウシジュは 3m 以上の個体が 40 本から 31 本に減少し， 30cm 以下の個体が 206 本確認さ

れている CTable 8)。これは，昭和田年 11 月に小笠原地方を通過した台風 17 号によってソウシジュの

風倒，枝折れが起こり，林冠が疎開されたことを物語っている。
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Table 7 リュウキュウマツーギンネム林の種組成と樹高階別本数

Floristic composition and tree number of each height class of Pinus luchuensis and Leucaena 

leucocephala forest (plot 13) 

樹年度高区分 (Height class cm) 。-5 6-30 31-300 301 以上 言十
(Year) 

種名 (Species) ~ 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 

シマシャリンノぜイ 2 4 17 7 20 1 。 40 33 
Rhaphiolepis indica 

リュウキュウマツ 。 。 。 。 。 。 2 l 2 1 
Pinus luchuensis 

コヤプニッケイ 。 。 。 。 l l 。 。 1 l 
Cinnamomum Pseudo 

pseudopedunculatum 

アカテツ 。 3 12 13 19 。 。 13 35 
Planchonella obovat辺

ギンネム 73 363 49 2 139 84 16 74 277 523 
Leucaena leucocephala 

ムニンネズミモチ 。 。 2 5 l 。 。 7 2 
Ligustrum micranthum 

ムニンシロダモ 。 。 4 。 。 。 5 。

Neolitsea boninensis 

タマシダ 54 410 。 14 99 。 55 524 
NePhrolepis auriculata 

ムニンミゾシダ 2 。 。 。 。 。 。 。 2 。

Thelypteris boninensis 

ムニンヒメツノ《キ 。 33 11 48 22 8 6 6 39 95 
Schima meγtensiana 

オオノてシマムラサキ 。 。 1 。 2 l 。 。 3 1 
Callicarpa subpubescens 

キンモウイノデ l 。 。 。 。 。 。 I 
Ctenitis lePigera 

シマグワ 。 。 。 。 l 。 l l 2 
Mo叩s australis 

ワラビ 123 。 l 。 。 。 。 。 124 。

Pteridium αquilinum var目
latius四lum

ホラシノブ 1 。 。 。 。 。 。 。 1 。

Sphenomeris chinensis 

イシカクーマ 69 104 。 3 。 - 128 。 l 69 236 
Microlepia strigosa 

ムニンベニ ν ダ l 。 。 。

Dryopteris inularis 

シマギョクシンカ 。 。 l 。

Tarenna subsessilis 

オオシラタ 7 カズラ 。 5 16 。 21 
Psychotria boninensis 

オガサワラビロウ 2 。 。 。 2 
Livistona chinensis 

キキョウラン l 。 l 2 。 3 
Dianella ensザoUa

アカギ 。 。 3 。 3 
B日chofia javanica 

ウラジロエノキ 。 。 。

Trema orientalis 

コプガシ 。 。 20 I 21 
Machilus kob� 

ハチジョウシダ 2 。 。 。 2 
Pteris fauriei 
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Table 8. ソウシジュ林の種組成と樹高階別本数

Floristic composition and tree number of each height class of Acacia confusa forest (plot 3) 

樹年度高区分 (Height c]ass cm) 。-5 6-30 31-300 301 以上 計
(Year) 

種名 (Species) ~ 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 

ソウシジュ 。 14 63 15 13 143 19 20 77 40 40 31 74 87 314 
Acacia confusa 

シマシャリンノイイ 6 19 12 。 37 
RhaPhiolepis indica 

リュウキュウマツ 。 2 。 2 
Pinus luchuensis 

アカテツ 1 i 7 33 。 41 
Planchonella obovata 

ギンネム 19 7 4 。 30 
Leucaena leucocePhala 

モクタチパiナ 。 l 。 。 l 
Aγdis回 sieboldii

アカギ 。 。 7 。 7 
Bischofia javanica 

ウラジロエノキ 。 2 15 。 17 
T開ma orientalis 

ムニンネズミモチ 2 1 2 。 5 
Ligustrum micranthum 

コヤプニッケイ 。 。 。

Cinnamomum Pseudo 
pseudopeduncuωtum 

オガサワラグミ 。 。 。 I 
Elaeagnus rotundatα 

キノインジロウ 0) 1 2 。 3 
Psidium littorale form. 

lucidum 

タコノキ 。 。 。 l 
Pandanus boninensis 

キジカクシ 4 I l 。 6 
Asparagus schoberioides 

ホナガソウ 。 。 。

Stachytaゆhetajamα!cens!s

スゲ spp. 。 。 6 
Caγex spp. 

母樹として圧倒的に多く存在していたソウシジュが，最も個体数を増加させているが，アカテツ，ウ

ラジロエノキなどの陽性木本も比較的多く，これらの樹種の繁殖，分布拡大様式の解明が，小笠原にお

ける森林の遷移機構解明の基礎として重要になろう。

(5) モクマオウ林 (plot 13) 

当初 3m 以上の階層にモクマオウ 16 本，シマシャリンパイ 4 本が存在し， 31-300 cm の階層ではシ

マシャリンパイ 17 本，アカテツ 8 本，ムニンヒメツバキ 9 本であった。これ以下の階層ではシマシャリ

ンパイが 41 本，ムニンヒメツバキ 14 本が生育し，テイカカズラ，ホラシノブ，イシカグマのシダ類が

わずかに混生していた。昭和田年には， 4 本存在したリュウキュウマツは l 本だけ生存し，実生が 2 本

確認されたが l 本は枯れていた (Table 9, Photo 4)。またこの林分では，上層木であるモクマオウの実

生は見られず，実生の多かったギンネムとは更新の状態を著しく異にしていた。

モクマオウが，小笠原に導入された時期は明確ではないが，明治 33 年頃から主要林木として積極的に
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造林されてきた(東京営林局， 1929)。現在では，これらの導入種が小笠原諸島の固有種の存続を阻害す

ることが多いことが問題となっているため，現存木がどのように変化するか興味がもたれる。

(6) モクタチバナ林 (plot 5) 

モクタチバナは，湿潤な深い土壌を好んで生育する常緑高木で，入植当時はこの木の茂るところは肥

沃な土地として開拓の対象にされた(東京府小笠原島廉， 1914)。比較的耐陰性が高く，暗い林内でも更

新が可能で，倒木，伏条によって個体数を容易に増加させる。斜面下部の凹地形に設定されたこの林分

は，モクタチバナが 120 本，アカテツが 29 本記録されていた。第 3 田の調査では，第 l 回及び第 2 回の

調査で確認されなかったムニンヒメツバキが侵入し，タマシダの繁茂が著しい (Table 10) 。

モクタチバナで構成されていたこの林分は，比較的安定しており，台風 17 号による林冠破壊の影響は

少なかったと恩われる。また，弱度の林冠破壊が，タマシダの繁茂を促進し，他の樹種の侵入を困難に

させたために，安定した種構成になったものと思われる。

(7) オガサワラビロウ林 (plot 6) 

オガサワラビロウは，強風に強く，乾燥にも耐えるため，海岸に近い丘陵地から島の中央部までの，

風がよく当たる乾燥した緩斜面に好んで生育する。材は細工物や漁師の使う「突きん棒」の柄に欠かせ

ず，葉は屋根葺きに利用された(豊田， 1981)。その有用性から岩石の多い立地や草生地なとに広く造林

されていたが，移植が困難で主に人工播種によっていた(東京営林局， 1929)。この林分は，海岸近くに

存在するオガサワラビロウタコノキ群集に位置づけられる群落に比べると立地環境が良好であり，人

工林起源である可能性が高い。昭和田年の調査では，オガサワラビロウは当初より 3 本少なくなってお

り，ソウシジュ，ギンネムの稚樹がわずかに侵入していた (Table 1 1)。オガサワラビロウの稚幼樹が多

いが，他の樹種は少ないので，常緑広葉樹林に速やかには移行せず，安定した群落が続くものと恩われ

る (Photo 5) 。

(8) シマシャリンパイ林

ここにまとめたシマシャリンパイを主とする群落は，かつて薪炭林，ナタ，カマの柄などカシ材の代

わりに利用されたものと思われ，組成が似ていることから一括してシマシャリンパイ林として記述し

た。

典型的なシマシャリンパイ林 (plot 7) は，よく発達しており 88 本存在していたシマシャリンパイの

うち， 88% が 3m 以上の階層にあって繁茂している。これ以外ではアカテツ，モクタチバナ，タコノキ，

ムニンネズミモチがわずかに生育し，林床は貧弱で、あった。昭和 63 年の調査では，総数 88 本あったシ

マシャリンパイが 52 本に減少した。ことに 3m 以上の階層は半分以下になった。アカテツとモクタチ

バナは著しく個体数が増加し，当初見られなかったウラジロエノキがメパエを中心に 55 本も侵入した。

イシカグマも個体数を増加させ，群落を構成する種は 10 種から 23 種と 2 倍以上に増加した (Table

12)。

シマシャリンパイーモクタチバナ林 (plot 8) は，コーヒ一山試験地入り口の作業小屋裏に援した緩斜

面に設定した調査地で，周囲には防風林として造成されたテ 1) ハボクの並木がある。シマシャリンパイ，

モクタチバナが密生し，アカテツ，テリハボク，ムニンネズミモチ，キノてンジロウが混生した畑地放棄
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Table 9. モクマオウ林の種組成と樹高階別本数

Floristic composition and tree number of each height class of Casuarina equisetijolia forest 

(plot 13) 

樹年度高区分 (Height class cm) 。-5 6-30 31-300 301 以上 計
(Year) 

種名 (Species) ~ 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 

シマシャリンノてイ 36 5 I 17 16 4 19 62 37 
RkaPkiolepis indica 

モクマオウ 。 。 。 2 3 16 11 19 14 
Cas回巾α equisetifolia

テイカカズラ 12 13 15 。 7 。 I 13 36 
Trachelospermum asiati四間

リュウキュウマツ 。 。 。 l 。 3 2 4 3 
Pinus luchuensis 

アカテツ 4 5 9 18 8 33 。 6 21 62 
Planckonella obovata 

ギンネム 3 51 。 。 5 2 8 6 64 
Leucaena leucocephala 

ムニンイヌグス 。 。 。 。 l 。 。 。 l 。

Machilus boninens� 

ムニンミゾシダ l 15 。 。 。 2 。 。 17 
Tkelypteris boninensis 

ムニンヒメツバキ 8 4 6 19 9 5 2 。 25 28 
Schima mertensiana 

ホラシノブ 63 。 。 。 l 。 。 。 64 。

Sphenomeris ckineηSIS 

イシカグマ 7 一 141 1 。 。 71 。 。 8 212 
M詑γolePia strigosa 

ウラジロエノキ 。 。 。 。 。 I 2 
T叩n回 orientalis

オガサワラビロウ 。 。 。 。 。 。 。 1 。

Livistona chinensis 

ムニンネズミモチ 2 。 。 。 2 
Ligustrum micranthum 

タマシダ 113 30 137 。 280 
Nepk，γole塾is anriculata 

コヤプニッケイ 。 。 1 。

Cinnamomum Pseudo~ 
pseudopedunculatum 

ソウシジュ 日 。 l 。

Acacia confusa 

キキョウラン l 。 。 。

Dianella ensifolia 

タコノキ 2 。 。 。 2 
Pand棚田 bonine出店

コブガシ 。 。 2 。 2 
Machilus kobu 

01 01 ハチジョウシダ 9 。 9 
Pteris fau:γìei 

ι 一

後の天然、生林である。昭和田年にはモクタチバナの成立本数に変化はなかったが，新たに発生する個体

は少なかった。シマシャリンパイは，当初に生育していた個体が急激に減少して，新たに発生する個体

が多かった。また，オオシラタマカズラ， タマシダの繁茂も著しい。作業小屋周辺に残されている母樹

から発生したと思われるアカギ，クジュクヤシの若木やメパエが特徴的に見られた (Table 13) 。

ムニンヒメツバキーシマシャリンパイ林 (plot 12) は，シマシャリンパイ，アカテツ，オオパシマムラ
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Table 10 モクタチバナ林の種組成と樹高階別本数

Floristic composition and tree number of each height class of Ardisia sieboldii forest (plot 5) 

樹年度高区分 (Height claぉ cm)
(Year) 

。-5 6-30 31-300 301 以上 計

種名 (Species) ~ 1974 1978 1987 1974 1978 1987 i 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 

シマシャリンパイ 3 2 2 。 2 6 4 4 3 8 9 12 
RhaPhiolepis indica 

テイカカズラ 6 10 9 。 2 9 。 。 l 。 。 5 6 12 24 
Trachelospermum asωtκum 

リュウキュウマツ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 3 3 2 3 3 2 
Pinus luchuensis 

アカテツ 3 7 2 10 12 4 13 13 7 3 3 。 29 35 13 
Planchonella obovata 

オガサワラグミ 。 。 。 。 。 。 l l 。 。 。 。 1 1 。

Elaeagnus rotundata 

テリハポク 1 4 。 。 2 。 。 。 。 2 2 。 3 8 。

Calophyllum inoPhyllum 

モクタチノぜナ 。 3 。 25 27 22 70 70 94 25 25 24 120 125 140 
Ardis国 sieboldii

ムニンネズミモチ l 5 。 3 。 。 3 。 。 。 2 6 6 
L�gustrum micranthum 

ムニンシロダモ 。 。 。 。 。 。 。 。 I l 。 l 2 。

Neolitsea boninensis 

オガサワラビロウ l 1 。 1 I 2 2 2 。 。 。 4 4 3 
Livistona chinensis 

タマシダ 46 40 123 。 。 25 。 o 124 。 。 。 46 40 272 
Nephrolepis auriculαta 

ムニンミゾシダ 24 21 。 。 。 。 。 。 17 。 。 。 24 21 17 
Thelypteris boninensis 

トキワイヌピワ 。 。 。 。 。 。 1 。 。 2 2 。

Ficus boniηSlmae 

ムニンイヌグス 。 2 。 。 。 。 。 。 。 2 2 。 2 4 。

Machilus boninensis 

キパンジロウ 。 。 。 。 。 2 。 。 。 l 3 
Psidium littorale from 

lucidum 

ギンネム 1 。 。 。 1 
Leucaena leucocephαla 

アカギ 。 。 l 。

Bischoβajavanica 

ウラジロエノキ 。 。 。

T陀ma orientalis 

ムニンヒメツノ《キ 1 4 4 8 17 
Schima mertensiana 

ハチジョウシダ 2 l 。 4 
Pteris fauηe! 

ソウシジュ 3 。 。 。 3 
Acacia confusa 

イシカグマ 37 1 81 119 
Microlepia strigosa 

サキにムニンヒメツバキが混生する群落で，キンモウイノデ，モクタチバナの存在からやや湿性型のヒ

メツバキシマシャリンパイ林といえる。昭和田年にはモクタチバナが本数を増やし，アカギが新たに

侵入した。アカギの侵入は，林分の立地環境がやや湿性に傾いていることを裏付けており，清水(1988)

及び豊田 (1981)が指摘しているように旺盛な成長を示していた。シマシャリンパイは本数を減らし.

0-30 cm の層にも新たな侵入はなく，やがてムニンヒメツバキ，アカギなどの樹冠下で衰退してゆくも
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Table 11. オガサワラビロウ林の種組成と樹高階別本数

Floristic composition and tree number of each height class of Livistona chinensis forest (plot 

6) 

樹年度首区分 (Height class crn) 。-5 6-30 31-300 301 以 k 計
(Year) 

種名 (Species) ~ 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 

シ 7 シャリンパイ 。 2 2 I 3 3 5 5 。 9 11 4 
Rhaphiolepis indica 

アカテツ 。 3 。 2 2 。 2 2 。 。 。 。 4 7 。

Planchonelia obovata 

テリハポク 。 。 。 。 。 6 3 3 3 4 4 10 
CaloPhylium inoPhyllum 

モクタチパナ 。 。 。 2 2 5 5 3 4 4 。 11 11 4 
Ardisia siebold日

オ力、サワラビロウ 。 。 4 1 l 2 11 11 6 8 8 5 20 20 17 
Livistona chinensis 

オオシラタマカズラ 3 3 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 3 3 。

Psychot門a boninensis 

テイカカズラ 。 。 。

TrachelosJ昭rmum asiaticum 

イシカグマ 11 。 。 。 11 
MicrolePia strigosa 

ソウシジュ 22 。 l I 24 
Acacia confusa 

ムニンヒメツパキ 。 。 1 2 
Schima mertensiana 

ウラジロエノキ 3 。 。 4 
Tγema 0γientalis 

ムニンシロダモ 。 。

Neolits伺 boninensis

ヤロード 。 。

Ochros回開kaiana

のと恩われる (Table 14) 。

ムニンヒメツバキシマシャリンパイ林 (plot 17) は. plot 12 に比べるとやや乾燥した尾根地形にあ

る。高木はヒメツバキ，亜高木層はシャリンパイによって特徴づけられ，尾根に近い乾燥立地に分布の

中心を持つが，広い地域に分布する傾向がある。林床にはわずかなイシカグマ，テイカカズラが生育し

ていたが，大木だったリュウキュウマツが枯れたために，アカテツ， ヒメツバキが個体数を増加させ，

イシマグマも著しく勢力を拡大した。ウラジロエノキ，パパイヤは 3m 以上の個体が l 本ずつあって，

マツ枯れ後に侵入したものと思われる。また， リュウキュウマツのメパエも 2 本見られた (Table 15) 。

(9) ムニンヒメツバキーオガサワラビロウ林 (plot 17) 

ムニンヒメツバキとオガサワラビロウが優占する群落で，ムニンヒメツバキ以外は比較的低木層に

限って生育する。草本層にはテイカカズラ，タマシダ，オオシラタマカズラが多く，木本類の実生は少

ない。昭和田年にはシマシャリンパイの個体が約半分になり. 0-5 cm と 3m 以上の層における成立個

体がなくなっていた。オガサワラビロウも著しく個体数を減らした。ムニンヒメツバキの個体数は， 31 

-300 cm の階層以外は各階層で増加しており， ことに 0-5cm の階層で約 8 倍になった。他にシマホ

ルトノキ，コブガシなどの小笠原固有種の侵入があった (Table 16) 。

(10) ワラビ群落，ヤハズカズラ群落， ドクフジ群落 (plot 9. 10 及び 11)
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Table 12 シマシャリンパイ林の種組成と樹高階別本数

Floristic composition and tree number of each height class of Rhaphiolepis indica forest 

(plot 7) 

樹年度高区分 (Height class cm) 。-5 6-30 31-300 301 以上 3十
(Year) 

種名 (Species) ~ 間4 1978 198711974 問8 別7 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 

シマシャリンr{ イ 4 7 2 10 8 6 
22| | 

75 75 33 88 90 52 
Rhaphiolepお indica

アカテツ 9 7 。 。 16 4 3 3 3 2 16 13 38 
Planchonella obovata 

テイカカズラ 3 4 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 3 4 。

Trachelosper明um asiat兤um 

シマギョクシンカ 。 。 。 。 。 。 1 l 。 。 。 l 
Tarenna subsessιlis 

テリハボク 。 。 。 。 。 。 1 l 。 。 。 。 1 。

CaloPhyllum inophyllum 

モクタチバナ 。 。 2 2 3 1 1 5 2 2 3 5 6 11 
Ardisi，α sieboldii 

オガサワラビロウ 。 。 3 2 2 1 。 l l 4 4 5 
Livistona chinensis 

タコノキ 6 7 。 。 1 5 4 4 3 3 3 。 13 15 8 
Pandanus boninensis 

シマモチ 。 l 。 。 。 。 。 。 。 2 2 3 2 3 3 
Ilex mertensii 

インカグマ 35 25 198 。 。 3 。 1 108 。 。 。 35 26 309 
Microlep叫 strigosa

ソウシジュ 3 。 。 4 
Acacia confusa 

ムニンヒメツバキ 1 2 。 。 3 
Schima mertensiana 

ウラジロエノキ 41 2 11 l 55 
Trema orientalis 

ヤロード 。 。 。 3 3 
Ochγosia naka凶加

コヤプニッケイ 1 2 。 。 3 
Cinnamo明um Pseudo 

pseudopedunculatum 

ギンネム 。 。 。

Leucaena leucocePhala 

ムニンネズミモチ 3 l 。 5 
Lig回trum micranthu明

オオトキワイヌビワ 。 。 I 。

Ficus nishimurae 

センダン 。 。 。

Melia azedarach 
var. subtripinnata 

ハチジョウ y ダ 3 。 4 
Pteris fauriei 

オオパシマムラサキ 。 。 2 。 2 
Callicaゆa subpubescens 

キノてンジロウ 。 。: l 。

Psidium littorale form 
lucidum 

アカギ l 。 。 。

Bischofia javanica 

シマグワ l 。 。 。 l 

Marus australis 
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Table 13. シマシャリンパイ モクタチバナ林の種組成と樹高階別本数

Florist� composition and tree number of each height class of RhaρhiolePis indica and Ardisia 

sieboldri mixed forest (plot 8) 

樹年度高区分 (Height class cm) i 
(Year) 

。-5 6-30 31-300 301 以上 言十

種名 (Species) ~ 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 

シマシャリンパイ 25 13 101 23 16 。 128 85 26 56 42 60 232 156 187 
RhaphiolePis indica 

アカテツ 4 5 47 15 11 l 23 20 14 2 2 8 44 38 70 
Plαnchonella obovat，α 

オガサワラグミ 。 。 。 。 。 。 2 2 。 。 。 。 2 2 。

Elaeagnus rotundata 

テリハボク 2 2 66 29 22 34 30 。 。 66 55 67 
Calophyllum inophyllum 

モクタチノイナ 11 12 17 16 16 2 57 55 58 43 45 49 127 128 126 
A rdisia siebold日

ムニンネズミモチ 邑 7 4 15 13 。 30 31 3 3 3 。 53 54 7 
Ligustrum micranthum 

ムニンシロダモ 。 。 。 。 。 。 。 。 I 。 。 1 i 
Neolitsea boninensis 

タマシダ 206 190 315 。 。 01 。 。 。 。 。 。 206 190 315 
NePhrolepis auriculata 
キノインジロウ 。 。 60 1 。 8 8 19 22 22 18 31 31 97 
Psidium littorale form 

lucidum 

オオシラタマカズラ 1 l 53 。 。 。 。 。 。 。 。 。 53 
Psychotria boninensis 

イシカグ7 22 15 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 22 15 。

Microlepia s['γigosα 

シマイスノキ 。

Distylium lepidotum 
。 01 。 。 。 2 2 。 。 。 。 2 2 。

ムニンモチ 。 。 l 2 
llex metensii var. beecheyi 

ムニンイヌグス 2 。 。 。 2 
Machilus boninensis 

ノヤシ l 。 。 。

Clinostigmα savoryana 

クジャクヤシ 。 。 。 l 
Caryota urens 

ムクロジ l 。 。 。 l 
Sapindus mukorossi 

アカギ 3 。 I 2 6 
Bischofia j.αvanzca 

セイロンベンケイソウ l上
。 。 1 

Bηophyllum pinnatum 
一一」

戦前 lこ畑として利用していた場所に成立した群落で (Photo 2)，ワラビ群落における各植物の優占度

はワラビ 4. ヤハズカズラ 4，スズメノナガビエ 3，サトウキビ +，テリハボク +と記録されて

いた。昭和田年の結果では 7m のアカギ 3 が侵入し，草本層に，ヤハズカズラ 5，ワラビ 4，ナン

ヨウメシヒパ 3. チゴザサ 2，タマシダ 2，へゴ +.ムラサキカタバミ +，イシカグマ +.テ

リハボク +，モクタチバナ +.キパンジロウ +.ムニンヒメツバキ +.サトウキビ +の木本

4 種，草本 8 種計 13 種で，種数は約 2 倍に増えていた。

ヤハズカズラ群落では，ワラビ群落に類似しているが，ヤハズカズラがやや優占する。組成はヤハズ
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Table 14. ヒメツバキ シマシャリンパイ林の種組成と樹高階別本数

Floristic composition and tree number of each height class of RhaPhiolePis indica forest (plot 

12) 

樹年度高区分 (Height class cm) 
(Year) 

。-5 6-30 31-300 301 以上 員十

種名 (Species) ~ 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 

シマシャリンパイ 。 2 。 9 10 。 12 13 15 。 。 。 21 25 15 
Rhaphiolepis indica 

アカテッ 4 6 。 13 15 4 10 11 19 l 1 。 28 33 23 
Planchonella obovata 

ソウシジュ 。 。 。 。 。 。 2 2 。 。 。 。 2 2 。

Acacia c偶f出α

モクタチノぜナ 。 。 。 。 。 。 3 3 6 。 。 31 3 3 9 
Ardisia sieboldii 

ムニンネズミモチ 。 。 。 。 。 。 2 2 3 。 。 l 2 2 4 
Ligustrum micranthum 

ムニンシロダモ 。 。 。 。 。 。 2 2 。 。 。 。 2 2 。

Neolitsea boninensis 

タマシダ 343 360 491 。 。 。 。 o 317 i 。 。 o I 343 360 808 
NePhrolepis auriculata 

ムニンミゾシダ 5 12 9 。 。 。 。 。 4 。 。 。 5 12 13 
Thelypteris bonin沼nSls

へゴ I 。 。 。 。 。 。 3 。 。 。 l 3 
Cyathea spinulosa 

オオノてシマムラサキ 。 。 。 。 。 。 l 。 。 3 10 8 。 10 8 3 
Callicaゆa subpubescens 

ムニンヒメツノぜキ 。 。 。 l 。 8 8 。 3 3 11 12 12 11 
Schima mertensiana 

タコノキ 。 2 2 。 4 
Pandαnus bonint附ZSIS

アカギ 。 。 l 3 4 
Bischo.陶 javanica

コプガシ 。 。 7 。 7 
Machilus kobu 

イシカグマ 。 7 。 11 
Microlepi，α stγigosa 

カズラ 3，ワラビ 2，タマシダ 1，ドクフジ 1，スズメノナガビエ l で単純な組成であった。昭和

62 年の結果ではヤハズカズラ 5, ワラビも優占度を 4 に増やしたが順位は変わらなかった。新たに 6

m 前後のアカギ +，テリハボク 2，モクタチバナ +，へゴ +，オガサワラビロウ +が侵入し，

タマシダ 2, ドクフジ 3，ムラサキカタパミ +，イシカグマ +の計 11 種に増加した。

ドクフジ群落の組成は， ドクフジ 4, ワラビ 4，ムニンセンニンソウ +，ヤハズカズラ +で特

徴づけられる単純群落である。この群落には除草剤の効果を見るためピクラム 125 g を散布した B 区も

設定されていた。昭和 62 年には両区を調査したが，いずれも木本種の侵入はなく，ワラビ 5，ヤハズ

カズラ 4, ドクフジ 2，ムラサキカタバミ +，ムニンセンニンソウ +が記録された。除草剤区が

ドクフジ 4，ワラビ 5，ヤハズカズラ 5 となっており，除草剤散布の効果は認められず新たな侵入種

はなかった。これはドクフジ群落がヤハズカズラ群落などに比べると畑地中央に位置し，母樹から遠い

ことも遷移の進行が見られなかった一因と恩われる。

(lV サトウキビ群落，シュクシャ群議 (plot 15 及び 16)
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Table 15. ヒメツバキーシマシャリンパイ林の種組成と樹高階別本数

Floristic composition and tree number of each height class of Schima mertensiana and 

Rhaphiole.ρis indica forest (plot 17) 

樹年度高区分 ~eight cJass cm) I 。-5 6-30 
(Year) 

31-300 301 以上 計

種名 (Species) ~ 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 

シマシャリンパイ 4 5 9 13 31 7 13 8 57 33 
Rhaphiolepis indica 

テイカカズラ 10 。 。 1 。 2 。 。 10 3 
Trachelospermum asiaticum 

リュウキュウマツ 。 2 。 。 。 。 3 l 3 3 
Pinus luchuensis 

コヤプニッケイ 。 。 。 2 。 。 。 3 。

Cinnamomum Pseudo 
pseudopedunculalum 

アカテツ 13 10 30 3 23 i 。 。 14 66 
Planchonella obovata 

ムニンミゾシダ 9 24 。 。 28 。 。 9 53 
Thelypteris boninensis 

インカグマ 19 234 I 2 。 105 。 。 20 341 
Micγ01，ゆ凶 slγigos，α

ムニンヒメツバキ l 86 142 6 6 日 4 16 - 238 
Schima meγtensìana 

ムニンネズミモチ 。 。 l 1 。 2 。 。 1 3 
Ligust叩m micranthum 

シマグワ 。 。 。 。 l l 2 。 3 l 
Morus australis 

ムニンセンニンソウ 。 。 l 0: 。 。 。 。 l 。

Clematis terniflo叩

ウラジロエノキ 。 。 l 2 
Tremα0打開talis

ハチジョウシダ 。 。 。 1 
Pteiγis fauriei 

モクタチバナ I 2 。 4 
Aγdisia sieboldii 

シマホルトノキ 。 。 。

Elaeocaゆus Photiniaefolius 

オオシラタマカズラ 。 6 2 i l 9 
Psychotria boninensis 

パパイヤ 。 。 。 l

Carica papaya 

へゴ 。 1 。 。

Cyathea spinulosa 

沢沿い湿地に発達する群落で，サトウキビとシュクシャの純群落に設定されていたが. 15 年後にはサ

トウキビは被度 3 にやや衰退し，シ 7 クワズイモ 5. ハスミノカズラ 2. イシカグマ 2. イヌホウズ

キ 2. ムニンシケシダ +.オオハルタデ +. ムラサキカタバミ +などが認められ，幾分乾燥が

進んだようである (Photo 6) 。

シュクシャ群落では，シュクシャ 5 が全面を被い，下層にムラサキカタバミ 4 が目立ち，イシカグ

マ 1 も見られた。キパンジロウ +のメパエが l 本.3m のアレカヤシ 3 が侵入していたが，相観的

には変化は少なかった (Photo 7)。
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Table 16. ヒメツバキ オガサワラビロウ林の種組成と樹高階別本数

Floristic composition and tree number of each height class of Schima mertensiana and 

Rhaphiolep﨎 匤d兤a forest (plot 17) 

年樹度高区分 (Height class cm) 
(Year) 

。-5 6-30 31-300 301 以上 五十

種名 (Species) ~ 1974 1978 1987 1974 1978 1987 1974 1978 1987 i 1974 1978 1987 1974 1978 1987 

シマシャリンパイ 6 。 29 19 27 20 。 63 39 
RhaPhiolepis indica 

テイカカズう 25 9 5 49 。 24 。 。 30 82 
Trachelospermum asiaticum 

アカテツ 1 3 18 29 3 5 。 。 22 37 
Planchonella obovata 

シマギョクシンカ 。 1 ; 3 3 。 。 4 5 
Tarenna subsessilis 

オガサワラビロウ 2 l 6 4 4 I 。 13 6 
Livistona chinensi5 

モクタチバナ 。 。 l 2 。 2 。 。 l 4 
Ardisia sieboldii 

タマシダ 55 41 2 68 。 112 。 。 57 221 
NePhrolePis auriculata 

ギンネム 。 3 3 。 。 。 。 。 3 3 
Leucαena leucocePhala 

ムニンミゾν ダ 4 。 。 。 。 l 。 。 4 1 
Thelypteris b開i惜別is

イシカグマ 1 42 。 11 。 39 。 。 l 92 
MicrolePia strigosa 

ムニンヒメツノイキ 4 31 10 15 3 10 12 27 59 
Schi:閉a 符時rt四siana

ムニンネズミモチ 。 。 l 。 。 2 。 。 l 2 
Li.伊tstrum micranthum 

オオシラタマカズラ 78 。 I 。 。 。 。 。 79 。

Psychotria boninensis 

コヤブニッケイ 。 1 。 2 
Cinnαmomum Pseudo 

pseudopedunculatum 

シ 7 グワ 。 。 。

.Morus australis 

ハチジョウシダ 1 1 。 3 
Pteγis fauriei 

シマホルトノキ 。 2 l 。 3 
El回oca'γpus photiniaefolius 

アカギ 。 。 。 1 
Bisch四ifiajαりanica

コプガシ 。 l 4 。 5 
Machilus kobu 

キノぜンジロウ 。 1 l 。 2 
Psidium littorale form. 

lucidum 
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Table 17. 昭和 4 年までの小笠原における主要植栽樹種(東京営林局， 1929) 

Main planted tree in Ogasawara un�ll 1929 

樹種 苗木数(本) 種子量(は) 樹種 苗木数(本)
Species Tree number Seed (1) Species Tree number 

クワ 1236 サルスベリ
Morus australis Lagerstroemia indica 

テリハハマボウ 1520 クヌギ
Hibiscus glaber Quercus αcutissima 

テリハボク 3200 35915 シンジュ
Calophyllum inophyllum Ailanthus altissima 

モモタマナ (H: cm) 4643 45352 フクギ「
Terminalia cataρρG l cayciniasubelゆtica
ヤロード 8410 10099 オガサワラビロウ
Ochrosia nakaiana Livistona chinensis 

ムニンヒメツバキ 740 I 8 タコノキ
Schima mertensiana ! Pandanus boninensis 

センダン 850 24 ココヤシ
Melia azedarach Cocos nucifera 

var. subtriρinnata 

ハス/ハギリ 7820 183 ビンロウジュ

Hernandia sonora Areca catechu 

シマシャリンノイイ 210 インドチク
Rhaphioleρis indica Dendrocalamus latiflorus 、

モクタチノfナ 36 メダケ
Ardisia sieboldii Pleioblastus simonii 

シロテツ 400 クスノキ
Boninia glabra Cinnnamomum comphora 

クサトベラ 200 8 インドゴムノキ
Scaevola sericea Ficus elastica 

ハマゴウ 300 レモンソウ
Vitex ratundifolia Cymbopogon citratus 

モクマオウ 398894 ユウカリ
Casuariηa equisetifolia Eucalyptus spp. 

リュウキュウマツ 287627 アブラギリ
Pinus luchuensis Aleurites cordata 

ソウシジュ 7962 カウダ
Acacia confusa (詳細不明)

ギンゴウカン 156 ミツマタ
Leucaena leucoceρhala Edgeworthia chrysantha 

ガジュマル 500 デリス
Ficus microcaゆG Deγγis ellipticα 

サイザル 825 クロカ、ヤ

Agave sisalana Gahnia tristis 

マニラへンプ 500 チトセラン

Musa textilis Sansevieria nilotica 

ムニンアンベライ 500 ユリ

Mαchaerina rubiginosa Lilium spp. 

ジョウイ 1000 その他*
Schoenus brevifolius Other sρecies' 

*チーク Tectona gmndis ， スギ :CηIptomeriajaponica ， ダルベルギア Dalbe得ia sisso , 
アカギ: Bischofia javanica ， スダジイ: Castanopsis sieboldii 
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6 考察

6.1 リュウキュウアカマツの結損と林分変化

リュウキュウマツは，明治 32 年沖縄県より種子が導入され，小笠原での生育が良好なことから，大正

3 年以降は導入種子の量を増加させ，島内で養苗し裸地や疎林地に積極的に植栽した。小笠原では，

Table 17 のように多くの樹種が造林されているが，なかでもモクマオウとリュウキュウマツの本数が

多く，昭和 4 年当時の植栽本数はそれぞれ 398. 894 本と 287. 627 本が記録されている(東京営林局，

1929)。しかし，モクマオウは生育が旺盛で燃料材に適していたことから，造林面積が拡大されたが，風

害に弱く折損しやすいために，昭和 4 年頃には造林意欲が減退していた。これに対しリュキュウマツは，

よく風潮害に耐えて，一年に 3m 内外の伸長成長を示し，未立木地の造林樹種として多く使用されてい

た。

戦前に盛んに造林されたリュウキュウマツは，畑地跡や道路のり面などの裸地に好んで侵入繁殖する

ため， 昭和 19 年に島民の強制本土疎開が行われた後， 放棄された畑地などに侵入した。これはリュウ

キュウマツ群落が，民有地に広く分布していることからも裏付けられる (Figs.4 及び 10)。

このように沖縄県より導入されたリュウキュウマツは，盛んにその分布域を広げたが，昭和 48 年頃よ

り母島にマツノザイセンチュウによる被害が発生し，父島にも昭和 53 年頃より発生が確認され，わずか

3 年程度で 6 割以上が枯損した (Photo 8 及び 9)。枯損が進む以前の昭和 48 年に調査された清瀬及び

コーヒー山試験地それぞれ l か所，連珠谷国有林内 2 か所の計 4 か所においてリュウキュウマツの林分

構造を調査した結果(千葉ほか. 1974) によれば，枯損前のリュウキュウマツはいずれの調査地におい

ても，良好な成長を示していた (Fig. 11)。

このように良好な生育を示していたリュキュウマツ林の変遷をコーヒ一山間定調査区 Plot 1 (シマ

シャリンパイーリュキュウマツ林)の種組成をみると，第 l 回の調査時の種数はリュウキュウマツとシマ

シャリンパイが 3m 以上の階層に見られ，それ以下の階層ではテイカカズラ，イシカグマ，コヤブニッ

ケイ，アカテツのわずかに計 6 種がみられるのみであった。昭和田年以降に急速に進行したマツ枯れを

経た 15 年後の昭和田年にはソウシジュ，シマグワ，ギンネム，ムニンヒメツバキ，アカギ，ウラジロ

エノキなど陽性木本を中心にして 20 種が記録され，種数は約 3 倍になった。ことにコヤブニッケイとウ

ラジロエノキは個体数も多く. 3m 以上のものも見られた。 Plot 2 でも同様に 7 本のみだったソウシ

ジュが 109 本に増え，存在していなかったウラジロエノキが 26 本侵入成立し， シマシャリンパイも 55

本から 109 本と 2 倍の個体数に増加した。

また，林床にはテイカカズラがほぼ全域に，かなりの密度で生育しており，ウラジロエノキなど陽性

木本は. 0-5 cm の比較的小さい個体が少なかった。これはリュウキュウマツやシマシャリンパイが旺

蟻に生育していた当時，林床のテイカカズラは十分に繁茂していなかった。このため，新たに侵入した

樹種のメパエの定着は比較的容易であったのであろう。従って，現在のように林床にテイカカズラが繁

茂した状態では，新たな個体の供給は困難であろう。こうした傾向は，コーヒー山試験地内に 20 年近く

存在しているヤハズカズラ， ドクフジ，ワラビ草地などの例からも推定することができる。
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一方，マツ枯れ跡地の植生は一時的にウラジロエノキ林に移行する場合が多いと思われるが，小笠原

における森林遷移は高温乾燥気候と地質・地形的な条件及び，それまでに存在した林分構成や母樹の位

置によってさまざまに変化しているため(清水， 1987)，現存する植生の変化を正確に予測するのは困難

である。

6.2 小宣原の植生の変遷と保護

小笠原諸島は，戦前には島民の生活資材や薪炭材の供給のために多くの外来樹種を導入してきた。東

京府小笠原島庁が発行した小笠原島の概、況及び森林 (1914) によれば，明治 9 年に本格的な開拓が始ま

り明治 10 年には移住民の保護政策を行ったものの，その実は上がらずかえって無頼の徒によって良

木・貴重木が伐採され，開墾を効率的に行うために森林に放火した。明治 14 年以降には移民の制限，開

墾面積の縮小，保護樹帯の伐採禁止などの措置を講じたが，森林の減少と荒廃がさらに進んだ。明治 23

-24 年頃より砂糖製造のために薪炭の需要が高まり，一層の薪炭不足が顕著になった。このため明治 32

年より森林経営事業が始まり，外来樹種の造林が積極的に推進された (Table 17)。こうした導入樹種の

うちソウシジュ， リュウキュウマツ，モクマオウ(メリケンマツ〕は一般造林樹種に使われ，ギンネム

は土止めなど防災あるいは緑肥，飼料として導入され(小笠原島庁. 1913 年)，昭和 4 年には，岩石地造

林の前植樹として使われ，日IJの記述ではすでに野生状態になっていたようである(東京営林局， 1929) 。

これらの導入樹種は，荒廃した小笠原の森林回復に少なからず貢献したが，返還後には森林に対する

価値!惑が変化し，いずれの樹種も小笠原の間有植生を阻害する樹種と見られるようになってきた(豊田，

1981 ;清水， 1989; KIMURA, 1986)。コーヒ一山試験地のギンネム林は，昭和 45 年以降の断続的ではあ

るが継続調査の結果，約 20 年が経過しでもギンネム林にとどまり選移の進行は見られなかった。しかし

ながら，ギンネム林は岩石地，荒廃地などに好んで生育し，極めて陽性な樹種であるため，その生育適

地は狭く，一部の乾性な小笠原固有種と競合関係にあるが，小笠原在来樹種の繁殖を阻害する危険は少

ないと思われる。

リュウキュウマツは，マツノザイセンチュウによって壊滅的な被害を受け，大木のほとんどが枯死し

たが，在来植生の繁茂できない痩せた乾燥する尾根では，実生の存在が認められる (Photo 10)。従って，

リュウキュウマツが完全に小笠原諸島で駆逐されてしまうことはなく，台風などの風倒跡地や小規模な

崩壊地，岩石地などの限られた場所に点生し，シマシャリンパイ， コパ/アカテツなどのやや乾性立地

を好む在来樹種と混交林を構成するものと思われる。

ムニンヒメツバキシマシャリンパイの多く存在する群落は，やや湿性型の山地緩傾斜地型植生を代

表する林分で，コーヒ一山試験地には多く存在していた。この群落は臼然植生を構成する在来樹種を多

数合み (Table 13-16)，近い将来，より自然度の高い種組成，林分構造を持つ森林に移行するものと恩

われる O しかしながら，アカギの人工林に近接した林分では，在来種の保護のためアカギの除去を含め

た適切な管理が必要である。そのため，今後その基礎となるアカギの生育・更新特性の解明が緊急な研

究課題となろう。

一方，主に在来種であるモクタチバナ，オガサワラビロウなどで構成された群落は，容易に，より自

然林要素の強い林分に移り変わると思われるO ヤハズカズラ，ワラビ， ドクフジ群落は，当面それぞれ
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の群落組成は変化は少ないが，木本性種の混生が多くなっており，やがてそれらが樹冠を形成し，光環

境が悪化した段階で在来の森林群落に遷移しよう。

在来の森林植生への復元，再生には人の出入りを止めた，十分な広がりを持った林地を確保すること

が，もっとも重要であると指摘されている(畦上ら. 1991; 豊田ら，投稿中)。コーヒ一山試験地は小笠

原返還後. 25 年が経過し，一般の立ち入りが制限されてきたために在来植生への移行は，ギンネム，ア

カギ林を除いて比較的容易であることが予測されるが，優占種の交代を伴った先駆樹種の選移段階から

在来種で構成された極相林型になるにしたがって，遷移機構の解明も台風などによる林冠，林床の擾乱

要因と関連させた，より精密な解析が必要となろう。

7 おわりに

小笠原諸島の返還後，当地における効率的な森林管理の基礎資料を得る目的で，父島のコーヒ一山試

験地を中心に森林植生遷移の研究を行った。小笠原諸島の特殊な自然環境については，その健全な保護

保全が重要な謀題となっており，戦前に造林された導入植物の小笠原諸島の自然、植生に与える影響と，

その排除法の研究も新たな課題として重要性を増している。こうした背景のなかでの小笠原試験地にお

ける各森林群落内の遷移と構成種の個生態，更新特性の解明は， これらの諸問題の解決に必要な基礎的

研究として，ますます重要性が高まっている。さらに小笠原諸島と同じ緯度に位置い気候，大陸から

の距離など基本的な生育環境を異にする南西諸島との比較研究は，それぞれの列島の自然環境と植生の

関係，森林群落の成り立ち，生物進化についての重要な情報を得ることになる。本報告を機にさらに組

織的な研究が発展することを期待したい。
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Forest Succession and Flora of the Ogasawara Experimental 

Station on Chichij ima Island, Bonin Islands 

TANIMOTO, Takeo(ll, TOYODA, Takeshi (2), WATANABE, Tomio円

IIDA, Shigeo(4), KARlZUMI, Noboru(5) and CHIBA, Harumi(6) 

Summary 
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In order to obtain basic information concerning silviculture and techiques for protection and 

conservation of landscape and endemic species, classification, succession and community dynamｭ

ics of the experimental forests of the Forest and Forestry Products Research Institute (FFPRI) and 

the surrounding area were studied on Chichijima Island in the Bonin Islands 

The vegetation of Chichijima Island could be classified into ten different types as follows : 

natural vegetation consists of (1) Hernandia-Te門ninalia/Scaevola-Vitex community , (2) Schima 

Ardisia community, (3) Schima-Rha.ρhilepis community, (4) Distylium-Planchnella community, (5) 

Livistona-Pandanus/Livistona Ardisia community , (6) mixed Livistona-Pandanus/Pinus communiｭ

ty and vegetation exotic trees, (7) Natural regenerated Pinus Luchuensis forest in the area 

disturbed by human impact, (8) man-made Pinus luchuensis forest , (9) Leucaena/Casuarina forest 

and (10) mixed Leucaena/Casuarina/Pinus lichuensis forest. 

Thunbergia alata-Pteridum aquilinun var.latiusculum-Derris elliptica communities were main 

tained on 白elds with good soil conditions which were abandoned more than 20 years ago. On the 

other hand, there are a large number of natural regenerated Pinus luchuensis trees on dry sites on 

abandoned fields. These pioneer trees were estab!ished on crop fields which were abandoned 

before World War 11, old fortresses and cut slopes on road sides and so on. 

The pine forests were destroyed due to pine wilt disease in 1988. The forests changed into the 

forests composed of pioneer trees such as Trema orientaris, littorale form. lucidum, Schima 

mertensiana and so on. Plantation trees like Leucaena leucocePhala continue to regenerate and 

sprout on the original sites. 

Thus, new invasion of pioneer andjor planted trees, such as Pinus luchuensis and Leucaena 

leucocephala, was not found after the formation of the protected natural vegetation area. Now it 

is difficult for the species to expand to new growing sites because of land protection and reserved 

forests. Other species like Bischofia javanica invaded the canopy gap and created favorable 

conditions in the native tree community. The vegetation of the Bonin Islands estab!ished under 

complex site conditions, has been especially affected by human activities during World War II , 

and special geological and meteorogical site conditions. It is necessary for protection and 
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conservation of natural vegetation in the islands to manipulate the forests positively , e. g. 

weeding of invaded trees, and ground preparation for the regeneration of native trees 
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Photo l. 列状に植栽されたテリハボクの防風林

Line plantation of Calophyllum inophyllum for windbreak 

Photo 2. 放棄された畑地のヤハズカズラ， ワラビ， ドクフジ群落

Thunbergia alata. Pteridium aquilinum var. latiusculum and Derris elliptica community 

in abandonment field 
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Photo 3. ギンネム林内の更新稚樹

A new seedlings in the Leucaena leucocePhala forest 

Photo 4. モクマオウ林

Casuarina equisetifolia forest in plot 13 
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Photo 5. オガサワラビロウ林

Livistona chinensis var. boninensis forest in plot 6 

Photo 6. サトウキビ群落

Saccarum officinarum community in plot 15 
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Photo 7. シュクシャ群落

Hedychium coronarium community in pJot 16 

Photo 8. 清瀬試験地周辺のリュウキュウマツの枯れ跡 (清水善和氏撮影)

Standing dead Pinus luchuensis trees near Kiyose experimentaJ station (Photo. by 

SHIMIZU, Y.) 
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Photo 9. 枯れて幹折れになったリュウキュウマツ

Dead and fallen down Pinus luchu哩nsis trees 
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Photo 10. 乾燥した尾根の疎開部にわずかに生育するリュウキュウマ ツ の稚樹

", . 

• 

A small number of Pinus luchuensis seedlings regenalated in the gap, dry site near the 

ridge 


